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广 まむしてお使いいただくために- . 

■パソコンをお取り扱いいただくためのを意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

V_/ 


セットアップガイド（本書）^ 

■パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

■ U カバ U (再セットアップ） 

• デイ I 」ーケアとアフターケア 
など 


广 取扱説明書- S 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモ I 」の取り付け/取りはずし 
•ルッテ U パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 
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广 オンラインマニュアル- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

起動方法「1章日画面で見るマニュアル」 

■パソコンを買い替えたとさ 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

■バッテ U で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V_ J 


^リリース情巧- . 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- UU — ス情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
テ『まむしてお使いいただくために』に記載されています。 
おずお読みになり、正し<お使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるようにお手元に 
大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使巧をび死亡ま 
たは重傷 （* 1 ) を負ラことび想定さ 
れること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使巧者び傷害 
(*2)を負ラことび想定されるか、ま 
たは物的損害（*3)の発生び想定さ 
れること"を示します。 


データの消失や、故障、性能低下を起 
こさないために守ってほしい内容、仕 
様や機能に関して知っておいてほしい 
内容を示します。 

拉ィモ 

巧っていると便利な内容をおしまず。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへ 
の参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 
ほかのマニュア J レへの参照の場合…『』 
オンラインマニュアルへの参照の場合 

- ( » 

オンラインマニュアルには、さまざま 

な情報が記載されています。 


*] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温■低温)、感電、骨折、 
中毒などで、後遺症び鶏るちのおよび治療に入院-長期の通院 
を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど- 
感電などをさします。 

*3 物的損善とは、家屋•家財および家畜■ペット等にかかわる拡 
大損害をさします。 


用語について - —- ~ 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明がない場合は、使用しているオペレーティン 
グシステム （ OS ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Home Premium、Windows 
Vista ® Home Basic または Windows Vista ® 
Business を示します。 

Vista Business モデ J レ 

Windows Vista ® Business び搭載されているモデル 
を术します。 

Windows XP 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 
system 日本語版または Microsoft ® Windows ® XP 
Home Edition 日 peratin 資 system 日本言旨版を示し 
ます。 

XP Pro モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 
system 日本語版び搭載されているモデルをおします。 

XP Home モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system 日本語版び搭載されているモデル 
を术します。 

Microsoft IME 

Microsoft ® Office IME 20 日 7 または Microsoft ® 
IME を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブ/ DVD - R 日 M & CD - 
R / RW ドライブ / DVD - ROM ドライブ / CD-ROM 
ドライブを示します。内蔵されているドライブはモデ 
ルによって異な0ます。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007または 
Microsoft ® Office Professional 20 日 7 びプレイン 
ス I -ールされているモデルを示します。 

PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007がプレイン 
ス I -ールされているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルを示します。 

指紋センサ搭載モデル 

指紋センサが搭載されているモデルを示します。 

トークン機能搭載モデル 

トークン機能び搭載されているモデルを示します。 

HDD リカバリ機能搭載モデル 

八^ドディスク U カバ U 機能び搭載されているモデル 
を术します。 
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TPM 搭載モデル 

TPM 機能び内蔵されているモデルを示します。 



記載について — 

-記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目 
びあります。その場含は、「巧語について」のモデル分け 
に準じて、「****モデルの場含」「*ホ**シ U — ズ 
のみ」などのよラにを記します。 

-インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を 
前提に説明しています。 

. アプリケーションについては、本製品にプレインストー 
ルまたは内蔵八一 ドディスクや付属の CD / DVD からイ 
ンス I ルしたバージョンを使巧することを前提に説明 
しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、 

実隙の表示とは異なる場合びあります。 

-キーボード操作の説明は、キーボードの文字をすべて大 
艾字で表記しています。ご購入のモデルによっては、 
キーボードの大艾字とル艾字の表記び異なる場合びあり 
ます。 

-[コント n —ルパネル]画面には2種類の表示形式びあり 
ます。本書では、次のよラに設定していることを前提に 
説明しています。 

Windows Vista の場合：「コント□-ルパネルホーム」 
Windows XP の場合 ：「カテコ ' U 表示」 

「クラシック表示」になっている場合は、画面左の「コント 
□-ルパネルホーム」または「カテゴリ表示」をク U ック 
して < ださい。 


Trademarks ^■•一 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media、Windows 
Vista 、 Outlook 、 Excel、PowerPoint は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrin 日は、アメ U 
力合衆国およびその他の国における Intel Corporation 
またはその子含社の商標、または登録商標です。 

- Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他 
の国における商標ならびに登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登 

録商標として使巧している場合びあります。 


プ□セッサ （ CPU ) に関するごミ主意^^ 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力は次 

のよラな条件によつて違いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使巧する場合 

• AC アダプタを接続せずノ（ッテリ駆動にて本製品を使用す 
る場合 

-マルチ;< ディアダームや特殊効果を含む映像を本製品に 
てお楽しみの場を 

•本製品を通常の電話回線、をしくは低速度のネットワー 
クに接続して使用する場合 

•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コ 
ンピュータび必要に設計されているデヴィン巧アプリ 
ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 

-気圧び低い高所にて本製品を使巧する場合 
目 まとして、標高]， 日日 〇メートル（3,28 日 フィート） 
上をお考えください。 


•目まとして、気温日〜3日で（高所の場合2日で）の範囲 
を超えるよラなが気温の状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウェア構成に変更び生じる場合、 CPU の処 
理能力げ実際には仕様と異なる場をびあ0ます。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャット 
ダウンする場をびあります。これは、当社び推奨する設定、 
使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場を、 
お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の 
危険を減5すための通常の保護機能です。なお、このよラ 
にデータの喪失、破損の危険びあ0ますので、必ず定期的 
にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プ 
□セッヴび最適の処理能力を発揮するよラ、当社が推奨ず 
る状態にて本製品をご使用くださし、。 

■目4ビットプ□セッヴに関する注意 
目4ビット対応プ□セッサは、日4ビットまたは32ビット 
で動作するように最適化されています。 

目4ビット対応プ□セッサは！; TF の条件をすべて満たす場合 
に目4ビットで動作します。 

♦巨4ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）がイ 
ンス I -ールされてし、る 

♦目4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
♦日4ビット対応の BIOS び搭載されている 
♦目4ビット対応のデバイスドライバびインストールされ 
ている 

♦目4ビット対応のアプリケーションびインストールされ 
ている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーションは日4 
ビットプ□セッサ上で正常に動作しない場合びあ0ます。 
プレインス I -ールされている日 S が、目4ビット対応と明示 
されていない場合、32ビット対応の日 S びプレインス I 
ルされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読み 
ください。また、詳細な情報については東芝 PC あんしん 
サポート日] 2日- 97-1 日48にお問い含わせください。 


着作権について — 

音楽、映儘、コンピュータ-プ□グラム、データベースな 
どは著作権まにより、その著作ちおよび著作権者の権利び 
保護されています。こうした著作物を複製することは、個 
人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでき 
ます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネット 
ワーク上での配信などを行うと、 r 菁作権侵害」「菅作者人 
格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けること 
があります。本製品を使用して複製などをする場合には、 
着作権法を遵守のラえ、適切な使用をむげけて<ださい。 


リリース情报について 

ruu— ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項 
などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を巧ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一 
[ U リース情報]をクリックする 
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巧いおわったとま —— 

ホ Windows Vista のみ 

パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほ 
かに、それまでの作業を方モリに保をして一時的に中断す 
る方法びあります。この機能を、「スリープ」と呼びます。 
ス U —プ機能は、なに電源スイッチを押したときに素早く 
中断したとさの状態を再現ずることびできます。その場合 
スリープ中でちバッテリを消耗しますので、 AC アダプタを 
取り付けておくことを推奨します。 

なお数曰凹上使巧しないときや、付属の説明書で電源を切 
る手順び記載されている場合（増設メモ U の取0付け/取 
りはずしや、バッテリパックの取り付け/取りはずしなど） 
は、ス U —プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U —プ/電源を切る「1章4使い終わった5」 



[ユーザーアカウント制御]画面について< 

ホ Windows Vista のみ 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示され 
た場含は、そのメッセージをを意して読み、開始した操作 
の内容を確認してから、[続行]または[許可]ボタンをク 
U ックして<ださし、。 

パスワードの入力を巧奴5れた場合は、管理者アカウント 
のパスワードで認証を行ってください。 


お願い I 

-本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、 
または付属の CD / DVD からインス I ルしたシステム 
(日 S )、 アプリケーション政かをインストールした場合の 
動作保罰はでさません。 

-モデルによっては 、 Windows Vista と Windows XP の 
CD / DVD び付属しています。本製品は、必ずどちらか 
の日 S のみをインス I -ールした状態でご使用ください。 
Windows Vista と Windows XP を、一度に両方とも使 
用することはでさません。 

- Windows Vista Home 巨 asic では 、 Windows Vista 
Home Premium、Windows Vista 巨 usiness [こ捂載の 
-部の機能 （Wind 日 WS Aero インタ フエー ス、 フ リップ 
3 D など）はご利用になれません。 

- Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載してい 
る手順！;^かの方法で、パーティションを変更-削除•追 
加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれ 
びあ0ます。 

-内蔵八ードディスクにインストールされている、または付 
属の CD / DVD からインストールしたシステムに S )、 
アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

-購入時に定め5れた条件!;!外で、製品およびソフトウエ 
アの複製もしくはコピーをすることは禁じ5れています。 
取り扱いにはま意してくださし、。 

-本製品に内蔵されている画像を、本製品での壁紙!;の 
用途に使用することを禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのためにぶ、ず 
パスワードを控えておいてください。パスワードを忘れ 
てしまって、パスワードを解除でさなくなった場をは、 
使用している機種煙番）を確認後、保守ヴービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。 


HD □ノくスワードを忘れてしまった場合は、八ードデ ィス 
クドライブは永久に使用でさなくな0、交換対応となり 
ます。この場合わ有償です。またどち5の場合も、身分 
証明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要とな 
ります。 

-本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワード設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完 
全なセキュ U ティ保護を保証するものではあ0ません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、弊社 
は一切の責任を負いません。 

•指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でわ、個 
人差により指紋情報びかないなどの理由で、登録-使巧 
びできない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を 
保証してはおりません。本機能を利用したことによる、 
いかなる障喜、損害に関して、一切の責任は負いかねま 
すので、ご了承<ださし、。 

-ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エ 
ンドユーヴ使巧許諾契約書』および『ソフトウェアに関 
するを意事項』をお読みください。 

. アプ U ケーンヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、 
内容を確認し、同意してください。使巧許諾書に同意しな 
いと、アプ U ケーシヨンを使用することはできません。一 
部のアプ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、 
博を起動時に使用許諾書は表示されませんび、 U カバリを 
行った場合には使用許詰書び表示されます。 

-『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管し 
て < ださし、。 

本製品のお客様登録（ユーザ登録）をあ5かじめ行ってい 

ただくよラお願いしております。鸦社ホームページで登録 

でさます。 

詳細につし、て《オンラインマニュアル》 
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パソコンの準備 —七ットアップー 



この章では、 Windows のセットアッス電源の切 
りかた、ほかのマニュアルなどについて説明してい 
まず。 


1使ラ前に確認ずる 8 

2最適な場巧で使ラ 日 

3 Windows セツトアツプ 10 

4 使い終わった5 — Windows Vista の場合一 17 

已使い終わった6 — Windows XP の場合一 20 

6 画面で見るマニュアル 24 

7 Windows XP を使用ずるにあたって 2已 



巧 5 前に確認する 


1巧を開けた5まずはこれか S - 

■箱の中身の確認 ■ 

rdynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いの かにへ J を参照して、付属品びそろっているか、確認してく 
ださい。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、ま芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

ま芝 PC あんしんサポート『東芝 PC サポートのご案内』 

g 巧ん■吿告 g 戸;^^ 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されていることを確認してください。 
番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポートにお問い含わせください。 

型番または製造番号の記載位置『取扱説明書』 


2ちれずに巧つてください 


■使用する前に ■ 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾與約書』および『ソフトウェアに関 
するを意事項』を読んでください。 


■保罰書は大切に保管 ■ 

故障やトラブルが起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間については保証書を確認 
してください）は東芝の無償（無料）保守サービスげ受け5れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 
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■海列■保証を受けるには ■ 

海外で使巧するときは「海が保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) により、ミ毎外の所定の地域で、保 
証書に記載の無料修理規定および制限事項-確認事項の範囲内で修理ヴービスを利巧でさます。 

利巧方法、保証の詳細については『東た PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料修理規定を読んで、 
確認してください。 


■ Product Key は大切に保管 ■ 

本製品には、パソコン巧基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意されています。この Windows 
にそれぞれ割0当て5れている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体に貼5れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク n ソフト社か5の保守サービスび受け5れな<なります。 




^3 最適な場所で使ぅ 

1パソコンに最適な原境とは 


A 注意 


• ノ くソコンの側面や底面の通風孔をふさがないこと 
• パソコンは常に平！5で硬いものの上に置いて使用ずること 

通風孔をふさぐおそれびあるので、カーペット、ソファ、ベッドなどの柔らかいちのの上での使巧は避けてください。 
• パソコンの底面やバームレストに長時間触れないこと 
パソコンの底面やノ くームレストは熱くなることびあります。 

長時間触れていると低温やけどの原因となります。 

ひざの上などで長時間使用するときは、硬いパッドなどをパソコンの下に敷いてください。 


人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 

次の点に注意して置き場所、使ラ場所を決奴てください。 

• 安定した場所に置さましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れた0するおそれびあり、故障やケガにつなびります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましょラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

• 強い磁気を発するものの近くで使用しないでください。 

磁石はもちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなどもパソコンを使用するときは 
はずすようにしましょう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましょラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面が見づ5くな0ます。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引さ起こずことがあ0ます。 

• 無線通信装置か5離してください。 

携帯電話を無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないように置きましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃げすためのをのです。ふさぐと、パソコン本体内部び高温となるため、本来の 
性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 
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Windows セットアップ 




初めて電源を入れたときは、 Windows のセットアップを巧う必要びあります。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるよラにするためにぶ、要な操作です。 

セットアップには約10〜4日分かかります。 

作業を始める前に、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特に電源コードや AC アダプタ 
の取り扱いについて、を意事項を守ってください。 

セットアップをするときのま意 

■周辺機器は接続しないで < ださい ■ 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでください。 

■途中で電源を切6ないで<ださい ■ 

• セツトアップの違中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動できない原因になり修理び必要となるこ 
とびあります。 


■操作は時間をあけないでください ■ 

•セットアップ中にキー操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてください。 

3日分タッチパッドやキーを操作しなかった場含、画面に表示される内容び見えなくなる場合びありますび、故障で 
はあ0ません。 

わう]度表示するには、 （ pHIFT ) キーを押ずか、タッチパッドをさわってくださし、。 


本節では 、 Windows Vista のセットアップと Windows XP のセットアップ方法を説明しています。お使いの機種の状態 
に合わせて、該当する日 S の手順をご覧ください。 



Windows Vista のセ； 



電源コードと AC アダプタを接続し、電源を入れて < ださい。 

接続ち法は『取扱説明書』を参照してください。 

パソコンび起動した5、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

ぶるメモ 

• [ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しば5く時間びかかります。また、モデルによっては必要なアプ 
IJ ケーシヨンをインス!-ールしている^ッセージ画面び表示される場をびあ0ますび、この間に 絶対に電源を切5ないよ 
ラにして < ださい。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はできません。 

1[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[巧へ]ボタンをク U ックずる 


役立つ操作集 
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3 Windows セツトアップ 


[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 

2 ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意しまず]のちにある□をクリックずる 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず、 Windows Vista を使用することはできませ 
ん。 

表示されている条項艾の続きを表示するには、画面のち側にある ▼ ボタンをク U ックします。 

3 じ夕へ]ボタンをクリックずる 

[ユーヴーちと画像の選択]画面び表示されまず。 

Windows Vista では、複数のユーヴび1台のバソコンを別々に使用することびでさまず。 

そのとき、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動できるので、 Windows 起動時にどのユーヴび使用す 
るのかを識別する必要びあ0ます。そのために、複数のユーヴび使用ずる場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名 
前を登録します。 

次の手順で入力するユーザ名は、管理をユーヴを登録するためのものです。 

管理ちユーヴとは、複数のユーザでパソコンを使用する場合、全体を管理してほかのユーヴの使用制限を設定した0で 
をるユーヴです。 

4 ユーザの名前を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入力してくださし、。 

[ dynabookj と入力するときは、キーボードで®!®®@)@り) @1® と押します。 

■キーを押してち表示されないとさは 

キーを押してち艾字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなび5表示されていることを確認してくださ 
し、。「 I 」は力ーソルといい、表示されている位置か5艾字などを入力でさます。表示されていないとさは、[ユー 
ヴー]欄をク U ックしてください。 

■入力を間違えたとさは 

•カーソルの左側の艾字を削除する：を ACKSPACE ) キーを押す 
•カーソルのち側の艾字を削除する： toEO キーを押す 
カーソルを左ちに動かす には、© キーまたはキーを巧します。 

ほかのユーヴは、あとで登録でさます。 

5 パスワードを入力ずる 

[パスワードを入力して < ださい]と書いてある下の欄に 、 Windows □グオンパスワードとして設定したい艾字を入 
力して < ださし、。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で127艾字まで設定でをますび、8艾字 L 处上で設定することをおすすめ 
します。英字の場合、大艾字とル艾字は区別されます。 

Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできますび、セキュ U ティ上、設定する 
ことを強くおすすめします。 

入力した艾字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできません。入力し間違えても画面では 
わか5ないので、気をつけて入力してください。 

Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをもう一度入力してください]という入力欄げ表 
示されます。 

6 パスワードをもう1度入力ずる 

[パスワードをもう一度入力してください]と書いてある下の欄に、手順已で入力した Windows □グオンパスワード 
を、もラ1度入力してください。 

7 パスワードのヒントを入力ずる 

設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入力しておいて、パスワード入力画 
面で表示させることげでさます。 

[パスワードのヒントを入力してください]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパスワードを思い出せる 
よラなヒントを入力してください。 

8 使いたい画像をクリックずる 

どの ユー ヴであるのかを示すために、 ユー ヴ名のほかに画像を登録することもできます。 

画面下部の画像群か5、使いたい画儘をクリックしてくださし、。 

9 [次へ]ボタンをクリックずる 

[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選おしてください。]画面び表示されます。 
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10 コンピュータの名前を入力する 

コンピュータに名前をつけるのは、使用するバソコンをほかのバソコンと区別するためでず。ネットワークに接続する 
場合は、必ず設定してください。 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半ち英数字で任意の又字列を入力してください。半角 
英数字じ(外は使用しないでください。またこのとき、同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前にしてく 
ださい。 

11背景にしたい画像をクリックずる 

パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 

画面下部の画像群か5、使いたい画儘をク U ックしてくださし、。 

ク U ックすると、選択した画像び実際の背景に表示されまず。 

12 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ Windows を自動的に保護するよラ設定してください]画面び表示されます。 

13 雌奨設定を使用しまず]をクリックずる 

[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 

14 時刻と日付を確認ずる 

コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び含っているかどラか確認し、合っていない場合は、正しい内容に設定してくだ 
さい。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある▼をク U ックして、表示された地名から「大阪、札幌、東京」をク U ックしてく 
ださい。 

年-月の左ちにあるイまたは ► をク U ックすると、月ごとに順に表示び切り誓わります。 

年-月を合わせてから、下の該当する曰をク U ックしてください。 

時刻表示のちにある ▲ または ▼ をク U ックすると、順に数字び切0誓わ0ます。 

変更したい時/分/秒をク U ックしてから ▲ または ▼ をク U ックしてください。 

£5 メモ _ 

• 時刻と日付は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

• 時刻と曰付び合っていないと、本製品に巧意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限のあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定後か5適巧される使用期限などび、正しく計測されないことびあります。そのため、この 
時点で、時刻と曰付び含っていることを必ず確認してください。 

時刻と曰付の設定 「 Windows のヘルプ」 

15 [次へ]ボタンをクリックずる 

[あ0びとラございます]画面げ表示されます。 

16 [開始]ボタンをクリックずる 

Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフオーマンスを確認する画面び表示され、次に必要なアプリ 
ケーションなどをインストールする画面び表示される場合びあ0ます。 

画面に[しば5くお待ちください。]と表示されている間は、何を操作しないでお待ちください。 

絶対に途中で電源を切 6 ないでくださし V [しばらくお待ちください。]画励ま、何度も表示される場をびあります。 
画面び終了するごとに 、 Windows □ グオンパスワ ー ドを入力する画面び表示されます。 

手順已で入力したパスワードを入力し、 fENTE 印キーを押してください。 


「東たサービスステーション」搭載モデルで、 r 東芝ヴービスステーション」の;<ッセージび表示された場合は、《オン 
ラインマニュアル)）を参照してください。 

£5 メモ 

• パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではありません。 

役立つ操作集 

時刻と曰付の確認 

時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインタを合わせると表示されます。 
正しく設定されているかどうか確認してください。 

正しく設定されていない場合は、 「 Windows のヘルプ」を確認して設定してください。 

\_ J 
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3 Windows セットアップ 


■ Windows Vista でわか 5 ない操作びあつたとを _ 

Windows Vista の使いかたについロホ、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をク U ックして、 
「 Windows のヘルプ」を参照してください。 

Windows Vista の最新情報はなのホームぺージ占、6確認できます。 

• Windows Vista につし、て 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / winclowsvista / 

B Windows セッ ト アップが終了した5 _ 

Windows セットアップび終了した5、次の操作を巧っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 
rwindows UpdateJ について 「Wind 日 ws のへ ルス 

• HDD リカバリ機能搭載モデルでは、リカバリディスクを作成する 

U カバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元0」カバリ）することびできます。 

U カバ U ディスクの作成について《オンラインマニュアル》 

なお、 U カバ U ディスクを使って実際に U カバ U を巧うときは、操作の流れをよくご確認ください。 

U カバ IJ について巧章買ったときの状態に戻すには」 

I ドメインに接続する _ 

• Vista 己 usiness モデルの場合 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ドメインのユーヴ名やパスワードなど、詳しい設定方法びわか5ない場合はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
本製品を複数のユーヴで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理ちのユーヴに切り誓えてから設定を巧ってく 
ださい。 

1[スター ト] ボタン（@)一 [コント□-ルバネル]をクリックずる 

2 [システムとメンテナンス]をク U ックずる 

3 [システム]をクリックずる 

4 [設定と変更]をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

5 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをク U ックずる 

6 [ドメイン]のちにある〇をクリックしてか6接続ずるドメインの名前を入力し、 [0K] ボタンをクリッ 
クずる 

7 ドメインの[ユーザー名]と[バスワード]を入力し、 [0K] ボタンをクリックずる 

8 [0K] ボタンをク U ックずる 

9 [0K] ボタンをクリックずる 

バソコンをち起動してください。 
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Windows XP のセ: 



電源コードと AC アダプタを接続し、電源を入れて < ださい。 

接続ち法は『取扱説明書』を参照してください。 

パソ]ンび起動した5 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され、音楽び流れます。 

ぶすメモ 

• [Microsoft Wind 日 WS へようこそ]画面び表示されるまでの間に、モデルによっては必要なアプ U ケーシヨンをインス 
トールしているメッセージ画面が表示される場含びありますび、この間に艳巧に電源を切5ないよラにしてください。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はできません。 

1じ欠へ]ボタンをクリックずる 

画面ち下の@ボタンをク U ックするかをで)キーを押すと、 Windows セットアップのヘルプび表示されます。 

[使用許諾契約]画面び表示されます。 


役立つ操作集 



2 [使用許諾契約]の内容を確認して[同意しまず]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンをクリック 
ずる 

契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできず 、 Windows XP を使用することはできません。 

▼ I ボタンをク U ックすると契約書の続きを表示できまず。 

[コンピュータを保護してください]画面び表示されます。 

3 [自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てまず]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンを 
クリックずる 

[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されます。 

4 [このコンピュータの名前]にコンピュータ名を入力し、[次へ]ボタンをクリックずる 

半角英数字で任意の艾字列を入力してください。このとき、同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前に 
してください。企業で本製品を使用する場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。 

XP H 曰 me モデルの場をは、[インターネットに接続するち法を指定してください。]画面び表示されます。手順8へ 
進んでくださし、。 

XP Pro モデルの場含は、[管理ちパスワードを設定してください]画面び表示されます。 

5 [營理ちパスワード]と[パスワードの確認入力]にパスワードを入力ずる 

Administrat 日「と呼ばれる管理ちのユーヴアカウントのパスワードを設定します。管理をのユーヴアカウントでは、 
コンピュータにフルアクセスでをます。 

パスワードには、半角の英数艾字および記号を使用することびでをます。パスワードは大艾字とル文字び区別されます 
のでま意してください。例えば 「 PASSW 日 RD 」 と 「 password 」 は別のパスワードとして識別されます。 

[管理者パスワード]欄での入力後、 fTA 目1キーを巧すと「 I 」び[パスワードの確認入力]欄に移動します。「 I 」は 
カーソルといい、表示されている位置か5で字などを入力できます。 
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3 Windows セツトアップ 


6 [次へ]ボタンをクリックずる 

[このコンピュータをド方インに参加させますか？]画面び表示されます。 

ドインの設定は、セットアップ完了後に巧えますので、ここでは省略した場合について説明します。 

7 [いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタン 
をクリックずる 

[インターネットに接続する方法を指定してください。]画面び表示されます。[インターネットに接続する方法を指定 
してください。]画面ではなく [インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示されることわあります。 
画面び表示される前に、[インターネット接続を確認しています]画面げ表示されることびあ0ます。そのまま次の画 
面び表示されるのをお待ちくださし、。 

インターネット接続の設定は、セットアップ完了後に巧えるので、ここでは省略した場をについて説明します。 

8 [省略]ボタンをクリックずる 

[インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示された場合も、[省略]ボタンをク U ックしてください。 
[ Microsoft にユーヴー登録する準備はできましたか？]画面び表示されます。 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、市販の Windows XP を購入された場合のみぶ、要ですので、ここでは省略した場 
をについて説明します。 

9 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[このコンピュータを使ラユーヴーを指定してください]画面び表示されます。 

10 [ユーザー 1] 欄に使ラ人の名前を入力ずる 

[ユーヴ ー1] 欄にポインタを合わせてク U ックすると、「 I 」（カーソル）び点滅します。 

Windows XP では複数のユーヴを設定し、それぞれのユーヴごとに別々の環境を構築できますび、ここでは]人の名 
前だけ入力した場含について説明します。 

ぶ：：^夕亡 □—マき入力で入力する場合 

♦半角英数字で rdynabookj と入力したいときは、はじめにキーボードの (¥7^ キーを押して、日本語入カシステム 
Microsoft IME の日本語入カモードをオフにしてから、 ©@ fN )@® f 01 巧)®と押します。 

キーを押しても艾字び表示されない場合は、[ユーヴー]欄に「 I 」（カーソル）び表示され点滅していることを確認して 
ください。表示されていないときは、[ユーヴー]欄をク U ックしてください。 

文字の入力を間違えた5、を ACKSPACE ) キーを押して入カミスした艾字を削除します。 


11[次へ]ボタンをクリックずる 

職定び完了しました]画面び表示されます。 

12 [完了]ボタンをクリックずる 

Windows のセットアップび終了するとパソコンび自動的に再起動します。 

V 3 役立っ操作集 

曰付と時刻の設定 

購入後初めてセットアップを終えたあとは、次の手順で日付と時刻ををわせてください。 

曰付と時刻び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限びあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定後か5適用される使用期限などび、正しく計測されないことがあ0ます。そのため、曰 
付と時刻は必ず合わせてください。 

①[スタート]ボタンをク U ックし、表示されたメニューか5 [コント□ールパネル]をク U ックする 
③[―*：^日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリックする 
日付と時刻]をク U ックする 
[曰付と時刻のプ□パティ]画面び表示されます。 

® [日付]欄の A または*をクリックして年号を合わせる 
©[日付]欄の V をク U ックして月を合わせる 
愈[曰付]欄のカレンダーで曰をクリックずる 
⑩[時刻]欄の A または*をクリックして時刻を合わせる 
変更する時/分/秒をクリックしてか 5、 A または < をク U ックします。 

® に K ] ボタンをクリックずる 

時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインタを合わせるとしば5くして 
表示されます。正しく設定されているかどうか確認してください。 

V _ _ J 



パソ n ンの準備—セットアップ— 


5 

1 



1 Windows XP でねか 5 ない操作びあつたとを _ 

Windows XP の使いかたについては、[スタート]一[ヘルプとヴポート]をク U ックして、『ヘルプとサポートセン 
ター』を参照してくださし、。 

Windows XP の最新情報やアップデートの情報は次のホームページか5確認できます。 

• Windows XP について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / winclowsxp / 

• Windows XP のアップデート 

URL : http :// winclowsupclate . microsoft . com / 

I ドメインに接続する _ 

ホ XP Pro モデルのみ 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをド^インと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに参加させる方法を説明します。 

ドメインのユーヴ名やパスワードなど、詳しい設定ちまがわか5ない場含はネットワーク管理者にお問い含わせ<ださい。 
本製品を複数のユーヴで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーヴに切り誓えてから設定を行ってく 
ださし、。 

1[スタート]一[コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [ミクパフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [コンピュータの基本的な情報を表示ず别をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

4 [コンピュータを]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

5 [ドメイン]のちにある〇をクリックしてか6接続ずるドメインの名前を入力し、 [0K] ボタンをクリッ 
クずる 

6ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [0K] ボタンをクリックずる 

7 [0K] ボタンをクリックずる 

8 [0K] ボタンをクリックずる 

パソコンを再起動してください。 
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巧い終わった 6 — Windows Vista の場合 — 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモリに保存して一時的に中断するちま 
びあります。この機能を、「スリープ」と呼びます。 

スリープ機能は、次に電源スイッチを押したときに素早く中断したときの状態を再現することびできます。その場合スリー 
プ中でちバッテリを消耗しますので、 AC アダプタを取0付けておくことを推奨します。 

なお数曰凹上使巧しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設モ U の取り付け/取りはず 
しや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を切ってください。 

A 警告 

• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、ワイヤレスコミュニ 
ケーシヨンスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切ってください。 

スリープの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めた0、作業中のデータを保存したりするためにパソ 
コンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げた0、他のシステムに影響を及ぼしたりすることび 
あります。 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリーブ」にしましょう。スリーブには、通常のス U - プのほかに「八イ 
ブリツドス U —プ」という機能わあります。作業を中断している間にバツテリの残量びかなくなった場合などは、通常のス 
リープでは保をされていないデータは消失します。八イブリツドス U —プを有効にすると、データが保持されます。 

八イブ U ッドスリーブ「本項2ス U —プ機能を強化する」 


1ス y — プの実行方法 

1[スタート]ボタンをクリックずる 


巧 


夕 

困 H 巧 1 


2 [電源]ボタンをクリックずる 


2スリープ機能を強化する 

Windows Vista には、通常のス U — プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び巧意されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業を;<モリに保をするス U —プに対して、八イブリッドス U —プは^モ U と 
ノ V —ドディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U の残量げかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保存されていないデータは消失し 
ます。八イブ U ッドスリープを有効にしておくと、八ードディスクか5作業内容を復元でをます。 

八イブリッドスリープを有効にしている状態でスリープを実行すると、八イブリッドス U —プとして機能します。 

またス U —プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにも設定できます。 

休止状態 「Windows のへ ルス 

八イブリッドスリープを有効にするには、次の手順で設定してください。 

1[スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 




①スリープにする 


パソ n ンの準備—セットアップ— 

















2 [バッテリ設定の変更]^選択している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックずる 

[プラン設定の変更]は、香電源プランの下に表示されています。選択している電源プランの下に表示されている[プ 
ラン設定の変更]をク U ツクしてくださし、。 

八イブリツドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されまず。 

3 [詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

[詳細設定]画面び表示されます。 

4 [スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か6 [八イブリツドスリープを許可ずる]をダブル 
クリックずる③ 



良*壬 

、 ♦» カスタマイプす® ■* プラン Sit 巧レてかもお*レの 
^コンビユータでなを SS ずるち法を居»している这正 
を g 识レて < だちい. 



① 

② 


5 八イブリッドス U - プを有効にしたい状態をク U ックずる 

それぞれの項目は、次のよ5にな0ます。 

[バッテ1」駆動]:バッテ1」駆動時に八イブ U ッドス1」ープ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ I 」ッドス U - プ機能を有効にしたい場合 

6 項目の横に表示された;をク U ックし①、表示されたメニューか5 [オン]をクリックずる⑤ 


① 

② 


7 [0 K ] ボタンをク U ツクずる 

これで八イブ I 」ツドス U —プを有効にする設定は完了でず。 

この状態でス I 」ープを実行すると、八イブリツドス1」ープとして機能します。 


市巧 


夕 


n スタマイスす S ■■ブラン■巧レてかん右か、の 
コンビ ユータでち g を居 g ずる方法を反巧している里ち 
を道巧レて<だ5ぃ. 


« s な>1用でホな:し i 巧すの否 P 


Iバランス【7クテイプ]I 


パ か テン足 B: a い 
亀9:こ狙をはぃ 
0東舌る S 力黄ち VX.XX 


なのザ挂巧度ス 1-1- フす5 

助:； 



役立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にずる 

ス U —プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする]をダブルクリックし、表示された項目を選択して▲▼で時間 
を設定してください。 

ス U —プを実行してか5設定した時間げ経過すると、自動的に休止状態に移巧します。 

休止状態 「Windows のへ ルス 

V_ J 
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4 使い終わつた 5- WindowsVista の場合- 




電源を切る前に 


• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 またはディアの LED び点灯中は、電源を切5ないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

1 [スタート]ボタンをクリックずる 


I 巧 


2 61ボタンをク U ックし①、表示されたメニューか6 [シャットダウン]をク U ックずる② 


► ずべてのブロクラム 

«まの，お_ 



Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power LED び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びありまず。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう1度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたときやパソコ 
ンがスムーズに動かなくなってしまったとをなどに行います。 

再起動するには、電源を切る操作の手順2で、[再起動]をク U ックしてください。 


( D 電源を切る 


数日しソ上パソコンを使わないときは、ス U - プではなく電源を切ってくださし、。 
間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 



パソ n ンの準備—セットアップ— 















巧い終わった 6 - Windows XP の場合 - 




①電源を切る 


パソコンの電源を切るときは、まず Windows を終了し、そのあとパソコン本体の電源を切ります。 

電源を切る手順を覚えましょラ。 

間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 またはメディアの LED び点灯中は、電源を切らないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリックずる⑤ 



XP pro モデルでド^イン参加している場合、艇了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 


[コンピュータの電源を切る]画面が表示されます。 

2 [電源を切る]をクリックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V ボタンをク U ックし⑦、 
[シャットダウン]を選択し②、のロボタンをク U ックしてください。 

ドメインについて 「 Windows のへル:7」 



Windows を終了したあと、パソコン本体の電源び自動的に切れます。 

パソ]ン本体の電源げ切れると、 Power む LED び消なします。 

電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体が故障する場合げありまず。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因とな0ます。 
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已使い終わった 5 - Windows XP の場合- 


) スタンバイ/休止が態 


パソコンの使用を一時的に中断したいとき、スタンバイまたは休止状態にすると、パソコンの使巧を中断したときの状態び 
保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断したとさの状態び再現されます。 


A 警告 


• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、ワイヤレスコミュニ 
ケーシヨンスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切ってください。 

スタンバイや休止状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めた0、作業中のデータを保存したりするため 
にパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げた0、他のシステムに影響を及ぼしたりする 
ことびあります。 


操作にあたって 

中断する前に 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スタンバイまたは休止状態を実行するときは、；<ディアへの書き込みび完全に終了していることを確認してください。書 
さ込み途中のデータびある状態でスタンバイまたは休止状態を実行したとさ、データび正しく書き込まれないことびあ0 
ます。；<ディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了しています。 



パ 

ソ 

□ 

ン 

の 


1 


セ 

ジ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


中断したとさは 

• スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、システムが起動しないことびあります。 

-スタンバイ中に方モリの取り付け/取りはずしをすること 
-スタンバイ中にバッテ U パックをはずすこと 

また、 スタンバイ中にバッテ U 残量び減少したとさち同様に、次回起動時にシステムび起動しないことびあります。 
システムび起動しないときは、電源スイッチを已秒];(上押していったん電源を切ったあと、もラー度電源を入れてくださ 
し、この場合、スタンバイ前の状態は保持できていません （ ResumeFailure で起動します）。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテリや周辺機器（増設^モ U など）の取り付け/取りはずしは行わないでください。 

保をされていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあ0ます。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了させてから、電源を 
切ってください。保存されていないデータは消失します。 

•パソコン本体を航;空機や病院に持ち込むとき、スタンバイを使用しないで、必ず電源を切ってください。スタンバイ状態 
のまま持ち込むと、パソコンの電波により、計器や医療機器に影響を与えることびあ0ます。 


1スタンバイの実行方ま^^^^^^^^^^^^^^^^ 

スタンバイとは、作業を中断したときの状態を^モ U に保存する機能です。次に電源スイッチを押すと、状態を再現するこ 
とがでさます。 

スタンバイはすばやく状態び再現されますが、休止状態よりバッテリを消耗します。バッテ U を使い切ってしまラと保存さ 
れていないデータは消失するので、 AC アダプタを取り付けて使用することを推契します。 


1 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリックずる⑤ 



XP Pr 日モデルでド_><イン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 
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2 [スタンバイ]をク u ックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場合は 、 [Windows 
のシャットダウン]画面で V ボタンをク I 」ックし、[スタン 
バイ]を逞択して [0 K ] ボタンをク I 」ックしてください。 


メモ I 」への保存び終わると、画面び真つ日音になります。 

3 Power 6 LED びオレンジ点滅しているか確認ずる 

ぶ3 メモ 

• 巧巧十キーを押して、スタンバイを実行することもできます。 


2休止巧態の実行方ミち 

休止状態とは、作業を中断したとさの状態を八ードディスクに保をする機能です。次に電源を入れると、状態を復元でさ 
ます。 

購入時の設定では、バッテ U び消耗すると、パソコン本体は自動的に休止状態になります。休止状態げ無効な場をはそのま 
ま電源び切れるため、作業中のデータび消失するおそれびあ0ます。バッテリ駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使 
用する場合は、休止状態の設定をすることを推奨します。 

購入時は、休止状態び有効に設定されています。 


1 休止状態を有効に設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスと方ンテナンス]をク U ックする 
@[電源オプション]をクリックする 

③[休止状態]タブで[休止状態を有効にする]をチェックする 
@ [ OK ] ボタンをク U ックする 
休止状態び有効になります。 


2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をク U ックずる⑨ 



XP pro モデルでドメイン参加している場合、膨了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 


3 [休止状態]をクリックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場含は、 [ Windows の 
シャットダウン]画面で V ボタンをク U ックし、[休止状態] 
を選択して[日のボタンをクリックしてください。 


ぶすメモ 

• f の十@キーを巧して、休止状態にすることちでさます。 
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③簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューか5操作せずに、電源スイッチを押したとさやディスプレイを閉じたとさに、電源を切る（電源才 
フ）、またはスタンバイ/休止状態にすることびできます。 

休止状態にするには、あ5かじめ設定び必要です。購入時は、休止状態び有効に設定されていますび、解除した場合は「本 
節③ -2 手順1」を参照して、設定してください。 


1電源スイッチを巧す 

1電源スイッチを巧したときの動作を設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスと^ンテナンス]をクリック^ [東芝省電力]をクリックする 
©[アクション設定]タブの[電源ボタンを押したとき]で[入力を巧める][スタンバイ][休止状態][シャットダ 
ウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

③に K ] ボタンをク U ックする 

2電源スイッチを巧ず 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の③で[入力を求める]を選択したときは、 [ Windows のシャットダウン]画面または[コンピュータの電源 
を切る]画面び表示されます。[何もしない]を選択したときは、電源スイッチを押しても何も動作しません。 


2ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ移行する機能を、パネ 
ルスイッチ機能といいます。購入時には[休止状態]に設定されています。変更する場合は次の手順を行ってください。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスと><ンテナンス]をクリック^ [東芝省電力]をクリックする 
©[アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバイ][休止状態]のいずれかを選択する 
[何もしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

③に K ] ボタンをク U ックする 

2ディスプレイを閉じる 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の③で[スタンバイ]または[休止状態]を選択したときは、次にディスプレイを開くと、自動的に状態が再 
現されます。 


パソ n ンの準備—セットアップ— 
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画面で見る 7 ニユアル 


Windows び起動しているときに、《オンラインマニュアル：）をパソコン画面上で見ることができます。 
{オンラインマニュアル)〉には、本製品の使用方法についての説明がよ0をく記載されています。 

次のように操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、《オンラインマニュアル:）び表示されます。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[ソフトウェア使用許諾契約書]画面び表示されます。契約内容をお読みの 
うえ、[同意する]ボタンをクリックしてください。[同意する]ボタンをクリックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用 
になれません。また、《オンラインマニュアル〉〉を見ることはできません。 

I 起動方法_ 


1デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン (若 )をダブルクリックずる 

く〈オンラインマニュアル〉〉び起動します。 

• 『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容も、パソコンの画面上で見ることびでをます。東芝 PC 総合情報 
ヴイト 「 dynabook.com ( http :// clynabook . com / pc/)J からダウン□—ドしてください。 
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Windows XP を®用するにあたって 



本製品を Windows XP で使用する場合、《オンラインマニュアル》で紹介しているものと一部異なります。 

ここでは、操作や仕様び異なるおもなアプ U ケーションの説明をします。システムやお使いのモデルのソフトウエア環境に 
よっては、このほかにち各種説明書や《オンラインマニュアル》に記載されに内容とは、一部動作び異なる場合びあります。 

r まミ省電力 J にっぃて _ 

「東芝省電力」は、：欠の手順で起動してください。 

1 [スタート]一[コント□-ルバネル]をクリックずる 

2 [バフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [ま泛省電力]をク U ックずる 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

掛 r まち HW セットアップ J について _ 

「東芝 HW セットアップ」は、巧の手順で起動してください。 

1 [スタート]一[コント□-ルバネル]をクリックずる 

2 [プリンタとその他の八ードウエア]をクリックずる 

3 [ま泛 HW セットアップ]をク U ックする 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

1 [TOSHIBA Recovery Disc CreatorJ のインストールについて 

noSHIBA Recovery Disc CreatorJ をはじめて使用するときは、モデルによってインス! -- ルび必要です。次の手順で 
インス I ルしてください。 

* Windows XP の場合、リカバ U CD-R 日 M/D カバ U DVD-ROM び付属しているモデルではリカバ U ディスクを作成できません。 

【インス I -ール方ま】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インストール]をクリックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [東芝ユーティリティ]タブをクリックずる 

4 画面左側の 「Toshiba Recovery Disc Creator 」 をクリックずる 
5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 

FFn-esseJ I こごし、て 


[ Fn - esseJ というアプ U ケーションの起動を簡単にするアプ U ケーションび用意されています。 し FNj キーと特定のキーを押 
すことで、アプリケーションの起動をできるようにすることが可能です。あ5かじめ特定のキーと起動するアプ U ケーショ 
ンの設定び必要です。 

起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティリティ] 一 [ Fn - esse ] をクリック 
して < ださい。 

「 Fn - esse 」 で fFN ；)+ ①キーまたは巧で)十@キーに何かの動作を登録していても、 「 T 日 SH 旧 A Smooth View 」 びインス 
I -ールされていると使巧でさなくなります。 


パソ nAQ 準備—セットアップ— 



キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び巧意されています。い<つかのキーを組みをわせて押すと、いろいろな操作び実行でさます。 
【@キーを 使った特殊機能 キー】 


キー 

内容 

例 

スピーカの5ユート（ミ肖音） 

巧で+ 但 PACE ) 

本体液晶ディスプレイの解像度切誓え 

网 

ドライブの電源オン/オフ機能 

風+@ 

インスタントセキユ U ティ（画面オフ）機能 

風+@ 

省電カモードの設定 

励 + 画 

スタンバイ機能の実行 

風 + 画 

休止状態の実行 

励 + 厨 

表示装置の切誓え 

画 + 励 

本体液晶ディスプレイの輝度を下げる 

励 + 回 

本体液晶ディスプレイの輝度を上げる 

师 + 風* 1 

無線通信機能の切誓え 

励+画 

タッチパッドオン/オフ機能 

風 十 直互 

キー前面左に印刷された、制御キーオン/オフ 

励 + 励 

キー前面ちに印刷された艾字の入カオン/オフ 


スク□ール□ック状態 

励+① 

PGUP (ページアップ） 

風+① 

PGDN (ぺージダウン） 

励 + 扫 

HOME (ホーム） 

風 + 日 

END (エンド） 

励+① け 

画面やアイコンなどの縮ル 

風 十③* 己 

画面やアイコンなどの拡大 


*] モデルによって、この機能はサポートしておりません。 

*2 rrOSHIBA Smooth ViewJ をインス! -- ルしている場含のみ、使巧できます。 

[ 特殊機能 キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの起動 

( CTRL )+ fALT)+(pE じ） 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます 。* i 
アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了を巧います。 

画面コピー 

( PRTS 口 

現在表示中の画面をク U ップボードにコピーします。 


Calt )+( prtsc ) 

現在表示中のアクティブな画面をク U ップボードにコピーします。 


*] XPPr □モデルでドメインに参加しているとを、ユーヴアカウントで「よラこそ画面を使巧する」のチェックをはずした場合には、 
[Windows のセキュリティ]画面び表示されますので、[タスクマネージャ]ボタンをクリックしてください。 
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■ 書を込みに使用でまるアプリケーシヨンについて _ 

書き込みに使用できるアプ U ケーシヨンとして 「 TOSH 旧 A Disc creator 」 のほかに 「 TOSH 旧 A Dire 巳 t Disc Writer 」 
び用意されています。 

「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使用ずると、[マイ〕ンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブに〕ピー 
することで、 DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW 、 CD - RW に書き込むことびできます。 

ちメディアの フォー マットをする場合は 、 [TOSHIBA Direct Disc Writer Format UtilityJ を使用してください。 
詳しくは、 「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 のヘルプを参照してください。 

「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 をはじめて使用するとさは、インス!ルび必要です。 

【インス I ル方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インストール]をクリックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ま泛ユーティ U ティ]タブをクリックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Direct Disc Writer ] をクリックし、 UTOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 の 
セットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 


[[TOSHIBA Direct Disc Writer] のヘルプの起動方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] [ CD & DVD アプリケーション] 一 [Direct 
Disc Writer ヘルプ]をクリックずる 


7 Windows XP を使用するにあたって 


ITOSHIBA Direct Disc Writer ! を使用する際は、ヘルプの「仕様および注意事項」をよくお読みください。 


「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使うために 

^ [TOSHIBA Direct Disc Writer ] を使うには、下記じ(外にもお願い事項びあ0ます。 

『オンラインマニュアル』の付録に記載されている 「 CD / DVD に書き込む前に」とあわせてご覽ください。 

• CD / DVD をフ オー マットすると、 CD / DVD 上のすべてのデータび失われます。内容を確認のうえ、フ オー マットし 
て < ださし、。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] はパケットライト形式での記録機能を備えたソフトです。 IT 日 SH 旧 A Direct Disc 
Writer Format UtilityJ で フオー マット / 書き込みした方ディアをほかのパケットライトソフトでは使用しないでくだ 
さし、。また、ほかのパケットライトソフトでフオーマット/書き込みしたディアに 、 [TOSHIBA Direct Disc 
Writer 」 で書き込みは行わないでください。ほかのパケットライトソフトでフオーマットした方ディアを riOSHIBA 
Direct Disc Writer ] で使用する場含は 、 fTOSHIBA Direct Disc Writer Format UtilityJ で完全フオーマットを 
行ってか5使用してください。 

• ファイルやフオルダの「切り取り」一「貼り付け」は行わないでください。方ディアやドライブに何日かの問題びあった 
場を、もとのファイルやフオルダび消失することびあります。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] で書き込んだ DVD - RW ;< ディアを fTOSHIBA Direct Disc WriterJ がインス！ 
ルされていないパソコンで読み出すには、 DVD - RW メディアを「互換化」する必要げあります。詳しくは 「TOSHKA 
Direct Disc WriterJ のヘルプをご覧ください。 DVD + RW 、 CD-RW ^ディアについては、「互換化」する必要はあり 
ません。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer Format UtilityJ で フオーマッ トされた; < ディア上にプ□グラムのセットアップファ 
イルなどを保存し、その^ディア上か5セットアップを実行しようとしたとき、エラーび発生することげありまず。その 
場をは、セットアップに必要なファイルなどをいったん八ードディスク上にコピーした状態で、八ードディスク上か5 
セットアップを実行してください。 

• [TOSHIBA Direct Disc WriterJ で CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD+RW メディアに書き込んだファイルは、変更•削除 
することびでをます。 


八ソ n ンの準備—セットアップ— 
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■ スーパーバイザパスワードについて _ 

スーバーバイヴバスワードを起動ずるとさは、[スタート]^ [ファイル名を指定して実行]をク1」ックして、 
rc:¥Program FilesVTOSH I BA¥Windows U 川 ities 」 フオルダにある 「¥ SVPWTooL ¥ SVPW 32. exe 」 か 
「¥ SVPWTool ¥ TOSPU . exe 」、 または 「¥ SVPWUTILexe 」 を起動してください。 

k 巧用でをないアプ u ケーシヨンについて _ 

{オンラインマニュアル：）をはじめとする各種説明書に記載されているのアプ U ケーシヨンは、日 S び Windows XP の 
場合は使巧できません。 

• TOSHIBA Flash Cards 
•ヴサツとサーチ 
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2 章 


パソコンの動作がおかしいとをは 


バ。くろ 


パソコンの操作をしていて困つたときに、どうした 
5良いかを Q & A お式で説明しています。 


1 Q&A 集 
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Q&A 集 


電源を入れるとさ/切るとさ . 31 

Q 電源スイッチを押しても反応しない . 31 

Q 1度電源が入りかけるがすぐに切れる 
電源が入5ない 

(Battery LED がオレンジ色に点滅しているとき）.. . 31 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 31 

Q 使用中に前軸れもなく 

突然電源が切れることがある . 31 

Q しば5 く操作しないとき、電源が切れる . 32 

指紋認証 . 32 

Q 指紋の読み取りがラまくいかない . 32 

Q 指にけがをしたため 

指紋の読み取りびでをなくなった . 32 

Q 認識率が下がった5 . 32 

Q ドメインへ参加する設定に切り替えた5、 

□ グオン時に指紋認証の画面が 

表示されな < なった . 33 

TPM . .. 33 

Q 誤って TPM を初期化してしまった . 33 

Q TPM を使用しているパソコンを、 

修理-保守に出したい . 33 

メッセージ . 34 

Q 「 Password :」 と表をされた ....34 

Q「HDD Password =」 または「己 uNt-inHDDl 

Password = J と表をされた ....34 

Q 「パスワードを入力して下さい。」または 

「現在のパスワードを入力してください。」 

と表をされた . 34 

Q 「 HDD パスワードを入力して下さい。」 

または 「 HDD パスワードモード：」または 
「 HDD 1 のユーザパスワードの入力」 

と表をされた . 34 

Q 電源を入れたとき、巧のような指紋認証の 

メッセージが表示された . 34 

Q 起動時に 「 Windows 再開□ーダ」が表をされ、 

Windows が起動しない . 34 

Q「New Password =」と表示された ....35 

Q 「パスワードを忘れてしまいましたか？」 

r パスワードが誤っています。」と表示された ........ 3已 

Q 画面が青くなり、巧のよラなメッセージが 

画面一面に表をされた . 3已 

Q 起動時に fRTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistent 」「 P 「 ess [ Fl ] 

Key to set Date / Time 」 と表をされ、 
Windows が起動できない ....3 已 


Q 起動時にに RR 日 R 日271 : Check data 
and time settings ■••Press く FI > to 
resume , < F 2> to Setup 」 と表おされ、 

Windows が起動でさない . 3已 

Q 起動時に 「The firmware has detected 
that a CMOS battery failure occured . 

く FI > continue 」 と表示され、 

Windows び起動でさない . 36 

Q 「システムの日付または時刻が無効です」 

と表をされた . 36 

Q 次のよラなメッセージが表示された . 36 

Q その他のメッセージび表示された . 36 

その他 . 36 

Q 八ードディスクか 5 U カバ U でをなくなったときは 

. 36 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 36 

Q 画面表示が回転してしまった . 36 

Q この Q & A 集を読んでも解ミ夫できない . 37 

Q 操作できない原因がどラしてもわか5ない . 37 
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電源を入れるとを 
/切るとを 


電源スイッチを巧してち居応しない 


I か 


電源スイッチを f 甲す時間が短いと電源が入5ないこ 
とびあります。 

Power LED び点灯するまで巧し続けてください。 


1度電源び入日かけるびすぐに切れる 
電源が入6ない 


(Battery LED がオレンジ色に点ミ威しているとき） 
IIE ^ ；(ジテリの充龍がかない可能性びあります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプタを接続して、電源を供給 
する 

(他製品用の AC アダプタは使用でをません） 

• 充電済みのバッテ U パックを取 0 付ける 

バッテ U の充電について《オンラインマニュアル〉） 

(DC IN LED がオレンジ色に点滅しているとき） 
IIE ^ 電源の接続の接触が悪し巧自目性があります。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してくだ 
さい。 

バッテリパックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

AC アダプタの接続『臟説明書』 


電源]-ドと AC アダプタの接続 
『取扱説明書』 

ルンテ i 」 K ジクの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

政上の手順でを解決でさない場合は、保守サービス 
に連絡してください。 


電源を入れたび、システムが起動しない 


IIEv 起動ドライブを A - ドディスクドライブな外に設定 
1した場合に、システムの入っていないメディアが 
セットされている可能性があります。 

システムび入っている^ディアと取0誓えるか、ま 
たはドライブか5；<ディアを取り出してか5、何か 
キーを 押して < ださし、。 

それでも正常に起動しない場合は、次のように操作 
してください。 

①キーを押しなび5電源スイッチを押し、 
[ TOSHIBA ] または製品□ゴ画面び表示された 
5手をはなす 

® 表示されたアイコンまたはメニューの中からシ 
ステムの入っているドライブ（通常は八ード 
ディスクドライブ）を 0© キーまたは （ t ) り J 
キーで選択し、 fENTERl キーを押す 


II か 


セーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動しなおすことびでをます。 

電源スイツチを日秒屯(上巧して強制終了したあと、 
起動しなおしてください。 

起動ちまについては、『取扱説明書』を参照してく 
ださい。 


lEv パソコン内部の温度が一定似上に達すると保護機能 
1び働さ、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下げる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソ]ンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 


lE ^ パソ]ン本体からいったん、電源]-ドと AC アダプ 
1夕、パッテリパックをずべて取りはずしてくださし、。 

①電源コードと AC アダプタを取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器ち取0はずし 
て < ださい。 

感バッテリパックを取りはずす 

電源コードと AC アダプタ、バッテ U パックを取 
りはずすと、電源び入らない状態にな0ます。 
そのままの状態で、しば5く放置してください。 
感バッテリパックを取り付ける 
® 電源コードと AC アダプタを取り付けて、電源プ 
ラグをコンセントに差し込む 
⑤電源を入れる 


〇巧用中に前軸れもなく 
y 突然電源び切れることびある 


lEV パソコン内部の温度が一定!; Lb に達すると保護機能 
1 が働き、システムが自動的に停止しまず。 

パソ]ン本体び熱くなっている場をは、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくな0ます。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 

それでを電源び切れる場合は、保守サービスに連絡 
して < ださい。 


IIEv パ’ッテ I 」駆動で使用している齡、パッテリの充電 
' 量びな<なった可能性があります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給 
する 

(他製品用の AC アダプタは使巧でさません） 

• 充電済みのノ（ッテ U パックを取 0 付ける 

バッテ U の充電について く 〈オンラインマニュアル〉) 
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しば 5 く操作しないとま、電源が切れる 


lEV Power LED が点灯（点減ではなく）している場 
^合、表示自動停止機能び働いた可能性があります。 
(Fewer LED の色はモデルによって異なります） 

画面には何も表示されませんび実隙には電源び入っ 
ていますので、電源スイッチを押さないでくださ 
い。 

( SHIFf ) キーやに TRQ キーを押ず、またはタッチ 
パッドを操作すると表示び復帰します。が部ディス 
プレイを接続している場合、表示び復帰するまでに 
1日秒前後かかることびあります。 


1^^ Power LED がオレンジ色に点減しているか、消灯 
1 の場合、自動的にス U —プまたはスタンノレ r や休止 
状態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使巧しないとさに、自動的にス 
U - プまたはスタンバイや休止状態にするように設 
定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 
また、次の手順で設定を解除でさます。 

Windows Vista の場合 

①[コント n —ルパネル]を開き、[システムと^ 
ンテナンス]をク U ックずる 
@[電源オプション]をクリックする 
感[電源プランの選択]で利用するプランを選択す 
る 

@選おしたプランの[プラン設定の変更]をク 
リックし、[ディスプレイの電源を切る]および 
[コンピュータをス U —プ状態にする]で[な 
し]を選おする 

⑤[変更の保を]ボタンをク U ックする 

Windows XP の場合 

①[コント□-ルパネル]を開き、[パフオーマン 
スと^ンテナンス]をク U ックする 
©[東芝省電力]をク U ックする 
③[プ n ファイル]で利用するプ n ファイルを選択 
する 

@[基本設定]タブで[システムスタンバイ]およ 
び[システム休止状態]のチェックをはずす 
⑤[日 K ] ボタンをク U ックする 



* 指紋センサ搭載モデルのみ 



指紋の読み取日が5ま < いかない 


IIE ^ もう-度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:!アル)〉または指紋認証ユーテイ U テイのヘルプ 
を参照してください。 


lEv 登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってく 
^ださい。 


lEv どうしてもうまくいかない場合は、-日き的にキ- 
^ ボードか5パスワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:!アル)〉または指紋認証ユーティ U ティのヘルプ 
を参照してください。 


n 指にけがをしたため 
y 指がの読み取日びできな<なった 


lEv 登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってく 
^ださい。 


lEv 登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、 
^ 一時的にキーボードか6バスワードを入力して<だ 
さい。 

詳しい操作方剤ま、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:!アル)〉または指紋認証ユーテイ U テイのヘルプ 
を参照してください。 



認識率が下がった5 


指紋センヴの表面がよごれていないか確認してくだ 
1さい。 


よごれている場合には、眼鏡ふを（ク U —ナーク □ 
ス）などの柔5かい巧で軽くふを取ってか5もラー 
度指紋認証を行って < ださい。 

i 綱こついて 


『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 
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IIE ^ 指の概魄確認してください。 

指に傷げあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、 
ふやけた状態など、指紋登録時と状態び異なると認 
識でさない場合があ0ます。認識率び改善されない 
場合は、ほかの指で登録してください。 

i 綱こついて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル)〉 



* TPM 搭載モデルのみ 


IIE ^ 指の置きかたを艦、してください。 

指を指紋センサと平行になるよラに置さ、指級セン 
ヴに指の中央を合わせてください。指紋センサの上 
に第]関節びくるよラに置さ、すべ5せるとさは 
ゆつく0と一定の速さですベ5せてください。それ 
でも認証でさない場合は、指をすべ5せる速さを調 
整してください。 

i 綱こついて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


* XP pro モデルのみ 

IIEv ドメインへ参加ずる醜に切り替えると 、 Windows 
^が自動的に□グオン時の□グオン方式をクラシック 
□グオンタイプ（ユーザ名 、 Windows □グオンパ 
スワードをキーボードか！5入力する方式）に切り替 
えます。 

次の手順で、指紋認証の画面が表示されるよラに設 
定を変更することびでをます。 

①管理者アカウントで n グオンする 
©[スタート]一[すべてのプ□グラム]一 
[TrueSuite Access Mana 呂 e 「] 一 
[TrueSuite Access Manager ] をク U ツクす 
る 

③現在 n グオンしている Windows ユーヴで指紋 
登録済みの場合、指紋センサで指紋を読み取ら 
せる 

指紋を登録していない場合は 、 Windows □グオ 
ンパスワードを入力し、[次へ]ボタンをクリッ 
クする 

[ユーヴーの指紋]画面が表示されます。 

® メニューバーの[設定]をク U ックする 

再起動をおすすめする;< ッセージび表示されます。 
⑤[はい]ボタンをク U ックする 
パソコンび再起動し、□グオン時には、指紋認 
証の画面び表示されるようになります。 


IIEv 緊急日がジクアジプア-カイブファイルと緊急時復 
^元用!-ークンファイルを使巧して、 TPM の設定を 
復元してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 


IIE ^ TPM を使用している場合、修理•保守に出す前 
^に、次の項目を実行または確認してください。 

-八ードディスクドライブの必要なデータをバッ 
クアップにとる 

- PSD の内容を、別途か部記憶メディアにバック 
アップをとる 

■八ードディスクドライブに緊急時ノ（ックアップ 
アーカイブファイルを作っている場合は、外部 
記憶方ディアにバックアップをとる 

- Security Platform 初期化ウィヴード設定時に 
作成した緊急時復元巧トークンファイルびある 
か確認する 

-控えておいた r 所有をパスワード」、「緊急時復 
元用!-ークン」用のパスワードを確認する 

なお、修理-保守に出すと、 TPM に故障びなくて 
も、 TPM び交換される場合びあ0ます。 

交換されたり、 TPM び颗]期化された場合、 
Windows に□グオンしたあと（八ードディスクド 
ライブには障害や問題びなく Windows へ□グオン 
できる場合)、通知領域の [Security Platform ] 
アイコンに TPM が初期化されていない内容の;<ッ 
セージび表示されます。 

その場をは、緊急時バックアップアーカイブファイ 
ル、緊急時復元用トークンファイルを使って、 

TPM の設定を復元してくださし、。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 

保守サービスについては、「4章2アフターケアに 
ついて」と『東芝 PC サポートのご案内』を確認し 
て < ださい。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 


33 





Q rPassword = J と表巧された 


lEv パスワ-ドの人力、または卜-クン*1による認証 
1が必要です。 

なのいずれかの操作を行ってください。 

• パスワードを入力し、 ( ENTER ) キーを押す 
あらかじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」 
でパスワードファイルをが部記憶メディアに保 
をしておくと、パスワードを忘れた場合に確認 
できます。ほかのパソコンの「^モ帳」などで 
パスワードファイルを開き、確認したパスワー 
ドを入力してください。 


•あ5かじめ「東芝パスワードユーティリティ」 

で作成した I クン*1をブ U ッジ;<ディアス 
□ットまたは SD 力ードス□ットに挿入し、認 
証を巧ラ 

* 1 I -ークン機能搭載モデルのみ 

上記の方法を実行できない場合は、使用している機 
種を確認後、保守サービスに連絡してください。有 
償にてパスワードを解除します。この場合、身分証 
明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要と 
なります。 

パスワードにつし、て《オンラインマニュアル〉〉 


〇 「HDD Password=J または rBuilt-in 
HDD 1 Password = J と表示された 


lE ^ HDD ノ くスワードの入力による認証が必要です。 

HDD ノてスワードを入力し、 fENTER ) キーを巧して 
くださし、。 

HDD バスワードを忘れてしまった場合は、八ード 
ディスクドライブは永久に使用できなくなり、交換 
対応となります。この場合は有償になり、身分証日月 
書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要とな 
D ます。 


H □□パスワードについて《オンラインマニュアル》 



rHDD パスワードを入力して下さい 。 J 
または 「 HDD パスワードモード： J または 
moDi のユーサパスワードの入力 J 
と表おされた 


lEv 日10 S セットアップで設定した HDD バスワードを 
^ 使って認証を行ってくださし、。 


次の操作を行ってください。 

⑦ HDDJ (スワードを入力し、 ( ENTER ) キーを押す 
H □□バスワードを忘れてしまった場合は、八ード 
ディスクドライブは永义に使用でさなくな0、交換 
対応とな0ます。この場合はち償でず。その隐、身 
分証巧書（お客様自身を確認でさる物）の提示びお 
要とな0ます。 


電源を入れたとま、なのよ5な指紋認証の 
メッセージげ表示された 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 

•「Swipe finger to authorize access , or press 
BACKSPACE to enter the BIOS password 」 

• r 認証のため指でセンサーをなぞってください 

BI 日 S パスワードを入力するためには、バックスペース 
を押して < ださい」 

IIE ^ 指紋認罰び必要です。 

「指紋認証ユーティ U ティ」でパワーオンセキユ U 
ティ機能または Pre - OS 指紋認証機能を有効に設定 
していると、パスワードを設定している場含に表示 
される 「 Passward 二 」または「パスワードを入力 
して下さい。」といラメッセージの代わりに、指紋認 
証を巧う画面び表示されます。指紋認罰を行うと、 
パワーオンセキユ U ティ機能または Pre - 日 S 指紋認 
証機能によってパスワードの認証び行われます。 
認証を己回失敗する、または ( Backspace ) キー 
を押すと 、 「Password =」または「パスワードを 
入力して下さい。」び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、《オンラインマニユア 
ル) または指紋認証ユーティ U ティのヘルプを参照 
して < ださい。 


〇起動時に rWindows 再開□—ダ J が 
表示され、 Windows が起動しない 


^ r パスワードを入力して下さい。 J または 
〇 r 現巧のバスワードを入力してください 。 J 
と表示された 


11^棟芝 HW セットアップ」または BI 日 S セットアッ 
1 プで設定しにノ K スワー ドを入力し、し ENTER ) キーを 
押して < ださい。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型 
蚕）を確認後、保守サービスに連絡してください。 
有償にてパスワードを解除します。その際、身分証 
明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要と 
なります。 


ホ Windows Vista のみ 

IIEv A - ドウ I アの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなっ 
たといラメッセージでず。 

休止状態のまま増設方モ U の取り付け/取0はずし 
をしたときなどに表示されます。 

電源を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開 n —ダ」で「復元データを削除 
してシステムブートニューに進む」び反転表 
おしていことを確認し、 ( ENTE 巧 キー对甲す 
©「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を 
通常起動する」び反転表示していることを確認 
し、し ENTE 巧キーを巧す 
Windows び起動します。 



IIE ^ 新しいパスワ-ドに登録/頸してください。 

「東芝パスワードユーティ U ティ」の[スーパーバ 
イヴパスワード]タブで、[ユーヴポ U シーの設定] 
画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制す 
る]をチェックすると、次のよラに設定されます。 

-ユーヴパスワードび登録されていない場合 
設定後の1回目の起動時に 、 「New Password 二」 
と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を行ってください。 

-ユーヴパスワードび登録されている場合 
設定後の起動時の 「 Password ^」 で、ユーヴパ 
スワードを初めて入力したとさに 、 「New 
Passworcl = J と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 
「Verify Password 二」[こ 「New Password :」 で 
入力したパスワードをちラー度入力すると、ユーヴ 
パスワードび登録/変更されます。 

スーノ（ーノ（イヴノ（スワードについて詳しくは、《才 
ンラインマニュアル)〉を参照してください。 


lEv 入カモードの状態により大文字/ル交:字を誤って入 
力した可能性びありまず。 

Caps Lock LED を確認してくださし、必要に応 
じてを円十を瓦戸を L 日 CK 英数)キーを押して入 
力の状態を切0誓え、ちラ1度入力してください。 


•「A problem has been detected and windows has 
been shut down to prevent damage to your 
computer 」 

IIE ^ A - ドウ I アの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前のが態を再現できなくなっ 
たといラメッセージでず。 

休止状態のまま増設^モ U の取り付け/取りはずし 
をしたとをなどに表示されます。電源を切る前の状 
態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

①電源スイッチを己秒！; LL 巧し、パソコンを強制 
終了ずる 

® 再び電源スイッチを巧して、パソコンを再起動 
する 

「システムを前の場所か5再起動できませんでし 
た。」といラ方ッセージび表示されます。 

感「復元データを削除してシステムブート方ニュー 
にすすみます」び反転表示していることを確認 
しふ ENTE 巧キーを押す 
Windows び起動します。 


IIE ^ 時計用パ’ジテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入 
れているときに充電されます。 

時計巧バッテリについて{オンラインにユアル〉〉 

AC アダプタを接続後、次の手順で BI 日 S セット 
アップの曰付と時刻を設定してください。 

① ( pn キーを押す 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 

®® ©け©キ-を使って、に丫 STEM 
DATE/TIME] の [Date] を選択し、 〔 SPACE) 
キーで 曰 付を設定する 

③手順®と同様に [Time] で時刻を設定する 
@(F 巧 +© キー、または CEND) キー* 1 を押す 
確認のメッセージび表示されます。 

角 \1D) キーを押す場合に、 NUML 日 CKLED び 
点なしている場合は、 fKlUML 日 CK ) キーを押して 
消なしてから fEN 丘!キーを押してください。 

⑤@キーを巧す 

設定内容び有効になり、 BI 日 S セットアップび終 
了します。 

パソコンび再起動しまず。 

* ] ( P 向 0) キー搭載モデルのみ 


IIE ^ 時計用パ’ジテリが不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し電源を入 
れているときに充電されます。 

時計巧バッテリにつし VC {オンラインにュアル〉〉 

AC アダプタを接続後、次の手順で BI 日 S セット 
アップの曰付と時刻を設定してください。 

① ( f を キーを押す 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 

® [メイン]方二:!一の[言語：]で[日本語 ( JP )] 
を 選択する 
③し F 9：) キーを 押す 
確認のメッセージび表示されます。 

@[はい]を選択し、 ( Inter ) キーを押す 
目 I 日 S セッ ト アップび標準設定の状態にな 0 ま 
す。 

⑤[方イン]メニューの[システム時刻：]で時刻 
を設定ずる 

©[方イン]メニューの[システム日付：]で日付 
を設定する 
©し F 1 巧キーを押す 
確認のメッセージび表示されます。 

感[はい]を選択し、 （ pTE 巧キーを押す 

目 I 日 S セットアップび終了し、パソコンび再起動 
します。 


「New Password = J と表示をれた 


Q 


起動時に rRTC battery is low or CMOS 、 
checksum is inconsistentj FPressEFl ] 
Key to set Date/TimeJ と表巧をれ、 
Windows が起動でをない j 


Q 


r パスワードをちれてしまいましたか ？ J 
r パスワードげ誤っていまず。 J と表示された 




" 起動時に 「ERROR 0271 : Check da ね、 

Q and time settings ".Press <F i > to 
resume , < F 2> to SetupJ と表巧をれ、 

L Windows か起動でをない 


Q 




画面が青<な0、巧のよラなメッセージび 
画面一面に表示された 




パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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起動時に [The firmware has detected ， 
that a CMOS battery failure o 巳 cured . 
< F 1> continue 」 と表示をれ、 

Windows か起動ををな C 、 a 


IIE ^ 時計用バッテリび不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続して電源を 
入れているときに充電されます。 


時關バッテ I 」について{オンラインマ ニ ュアル)〉 

AC アダプタを接続後、次の手順で曰付と時刻を設 
定してくださし、。 


〇その化のメッセージげ表示された 


IIE ^ 使用しているシステムやアプ I 」ケーンヨン①説帽 
^を確認してください。 



① ( pn キーを巧す 
Windows び起動します。 

©[コント□ールパネル]を開く 
③ Windows Vista の場合 

[時計、言語、および地域]をク U ツク[曰付 
と時刻]をク IJ ツクする 
Windows XP の場合 

[日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリツ 
クー [曰付と時刻を変更する]をク U ツクする 
曰付と時刻を設定する画面び表示されます。 

@曰付と時刻を合わせる 
⑤[日 K ] ボタンをク U ツクする 



r システムの曰付または時刻び摄効でず J 
と表巧された 


IIE ^ 日付と赋略設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセット 
アップを行ラ場合は、正しい曰付と時刻を設定して 
か5行ってください。 


日がと赋 ij の I 斑について 
「]章3 Windows セットアップ」 


I A - ドディスクか6 
I リカバリできなくなコたとまは 


本 Windows Vista の HDD リカバリ機能搭載モデルのみ 

IIEv A - ドディスクドライブに内蔵されているリカバリ 
^ (再セットアップ） ツール （システムを復元するた 
めのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去さ 
れている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨ 
ンの構成を変更すると、 U カバ U ができなくなるこ 
とびあ0ます。 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 で作成し 
た U カバ U ディスクを使って、 U カバ U してくださ 
い。 

リカバ U の操作で法 


「3章2-③リカバリデイスクか5リカバリをする」 


U カバ U デイスクびない場をは、修理び必要になる 
可能性びあります。購入店、または保守ヴービスに 
相談してください。 

修理のお問い含わせについて 


『東芝 PC ヴポートのご案内』 


巧のよ5なメッセージが表示された 


「Insert system disk in drive.Press any key when 
ready 」 

「 Non - System disk or disk error Replace and 
press any key when ready 」 

「Invalid system disk Replace the disk,and then 
press any key 」 

「目 00 tCouldn't Find NTLDR Please Insert another 
disk 」 

「Disk I/O error Replace the disk,and then press 
any key 」 

[Cannot load DOS press key to retry 」 


頁甫な臭いや遏熱に気ヴいた 


I か 


パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コード 
のプラグをコンセントか！5抜いてください。安全を 
確認してバッテ U バックをパソコン本体か6取りは 
ずしてか6購入店、または保守サービスに相談して 
<ださし、。 

なお、連絡の隙には次のことを伝えてください。 

• 使用している機器の名称 
•購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳し<連絡して<ださい） 


•「Remove disks or other media.Press any key to 
restart 」 

•「NTLDR is missing 


修巧のお問い合わせについて 
r 東芝 PC サポートのご案内』 


Press any key to restart 」 

lEv フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出 
^し、何かキーを巧してください。 

上記の操作を巧っても解決しない場合は、『東芝 
PC サポートのご票巧』で必要事項を確認のラえ、 
東芝 PC あんしんヴポートに連絡してくださし、。 


画面表示が回面してしまった 


IIE ^ 画亟+延 D + ①キ-娜してくださし、。 


正常な画面表示に戻ります。 
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この Q & A 集を読んでも解ミ夫でまない 


lE ^ このほかにちいろいろな解ま方法びありまず。 

1《オンラインマニュアル》を見る 

この Q & A 顏ホ、バソコンの電源び入6ないなど、 
《オンラインマニュアル》を見5れない状況での 
Q & A のみ記載しています。《オンラインマニュア 
ル》の 「 Q & A 」 には、このほかにも困ったことび 
おさに場合の対処ち法を記載しています。 

2 rdynabook . com 」 の「よくあるご質問 FAQ 」 

を調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総含 
情報サイト rdynabook . comj でヴポート情報を 
見てください。お問い合わせの多い質問やホットな 
QSlA び掲載されています。 

[ A . 回答-対処方法」の説明を読んでも問題び解 
決しない場合は、説明のあとのアンケートに引さ続 
さ、質問メールを出すことわでさます。 

* ><ールでの質問には「お客様登録」び必要です。 


3 東芝 PC あんしん ヴ ポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサ 
ポートでお答えします。『東芝 PC サポートのご案 
内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。 

東芝 PC ぁんしんサポ -卜 
『東芝 PC サポートのご案内』 



操作できない原因びど5してちわか6ない 


パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴ 
1ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 
PC あんしんサポートに連絡してください。 


IIEv アプリケーンヨンのトラブルの場合は、各アプリ 
^ケーシヨンのヴポート窓□にお問い合わせくださ 
い。 

アプリケ-シヨンのお問いをわせ先 
『取扱説明書』 


IIEv 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポー 
r 卜窓口にお問い合わせください。 

周辺機器のお問し啥わせ先 
『周辺機器に付属の説明書』 
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3 章 


買つたときのが態に戻ずには-リヵバリ- 

^<rT< 

この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ 
いろなトラブル解消方法では解巧できないときに行 
う r リカバリ J について説明しています。リカバリ 
を行ラことでシステムやアプリケーシヨンを購入時 
の状態に復元できます。作成したデータなどが消去 
されますので、よく読んでか5巧ってください。 


1 

リカパリとは 

40 

2 

リカバリ=再セットアップをずる 

43 

3 

リカパリをしたあとは 

52 


リヵバリとは 


リカバリ（再セットアップ）とは、お客様が作成したデータや、購入後にインス!ルしたアプリケーション、現在の設定 
などをすべて削除し、もう1度ご購入時の状態に復元する作業です。また日 S を Windows Vista から Windows XP に変 
要したり*1、逆に Windows XP か5 Windows Vista に変更するがこともできます。日 S を変更する方まは、「本章2-® 
U カバ U ディスクか5リカバリをする」を参照してください。 

U カバ U をすると八ードディスク内に保をされているデータ（文書ファイル、画像-映像ファイル、^ールやアプ U ケー 
ションなど）はすべて消まされ、設定した内容（インターネットや^ールの設定、 Windowsn グオンパスワードなど）も 
購入時の状態に戻る、つま0何ち設定していない状態になります。 


本 ] Windows XP のリカバ U DVD - ROM / CD - R 日 M が付属しているモデルのみ 
*2 Windows Vista のリカバ U DVD - ROM / CD - R 日 M び付属しているモデルのみ 


次のような場含で、どうしても改善する方法びないときや、日 S を変更したいときにリカバ U をしてください。 
• パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

• 八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*3 
• パソコンの調子びおかしく、いろいろ試したが解消でをない 
•東ち PC あんしんサポートに相談した結果、「リカバリび必要」と診断された 

*3 アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場をなど、状態によってはウイルスチェックびできない場含びありまず。 

£3 メモ 

• 日 S を変更すると、プレインストールアプ U ケーシヨンの構成び一部変更になります。 


D リカバリをする前にお認すること 


パソコンの動作がおかしいと感じたとき、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしなくても、状態が改善される場 
含びあ0ます。次の方法をすべて試してみても状態び改善されない場合に、リカバリを実行してください。 


1ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行ずる 

本製品に巧意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。ウイ 
ルスび検出された5、ウイルスチェックソフトで駆除でをます。その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、 
最新のものに更新しておいてください。場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そ 
のとさは、 U カバ U を実行してください。 


2セーフモードで起動でをるか実行してみる 

Windows び起動できないときは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、最低限の機能で Windows 
を起動させることびでをます。 

起動ち法については、『取扱説明書』を参照して<ださし、。 

セーフモードで起動できた場合は、リカバリをする前に r 東芝 PC あんしんサポート」にご相談ください。 


3周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する 

増設方モリや US 目対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合びあります。それらを取り 
はずしてから、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブルの場合は、バッテ U をいったん取0はずし、再度取 
0付けてか5起動し直してみてくださし、。 

機器の取0はずし『取扱説明書』く〈オンラインマニュアル：） 
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1 リカ八’リとは 


) リカバリをはじめる前にしておくこと 


U カバリをはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 


1準備するをの 

• 『セットアップガイド』（本書） 

•巻末のリカバリ（再セットアップ） チェックシー トをコピーしたもの 

• U カバリディスク（作成した U カバ U ディスクからリカバ U する場合） 

• U カバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M (付属しているモデルの場合) 


2化要なデータのバックアップをとる 

U カバリをすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプリケーションなど、八ードディスクに保をしていた内 
容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削除されますので、可能な場合は、外部記憶^ディア （CD 
や USB フラッシュ>(モ U など）にバックアップをとってくださし、。 

* 0S を変更した場合、バックアップをとったデータび一部使巧できない場合があります。 

• ドキュントまたはマイドキュ^ントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
• インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• 方ール送受信データ 
• ルアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
• お客様びインスI-ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、 U カバリ後わ現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

* 0S を変更した場合、控えておいた設定び一部使苗でをない場をびあります。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を入れてもシステムび起動しな 
くなってからでは、バックアップをとることびでをません。また、 U カバリを行ってを、八ードディスクに保をされていた 
データは復元でをません。 

なお、 r 東芝ファイルレスキュー」搭載モデルでは、システムび起動しない場合でち、データのバックアップをとることび 
でをます。 

東芝ファイルレスキュ-『取扱説明書』 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを推奨します。 


3アプ y ケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後に追加でインス!-ールしたアプ U ケーシヨン、プ U ンタなどの周辺機器のドライバは 、 U 
カバ U 後にインストールする必要びあります。 

これ5を再度 インス! -ー ルするための;<ディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インストールするとをにの番号などび必要です。あ5かじめ確認してください。 
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4ほかのトラブル腺肖方法を探す 4— 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、 く 〈オンラインマニュアル:）で解消へのアプ n - チを確認してください。いろい 
ろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消でをないとさに、 U カバ U をしてください。 


リカバリ DVD - ROM / リカ / VIJ CD - ROM について 


本製品にはモデルによって、リカバリ DVD - R 日 M または U カバ U CD - R 日 M び付属しています。 

リカバ U DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M は U カバ U するときに使用します。絶対になくさないようにしてください。紛 
失した場合、再発行することはできません。 

また、リカバリ DVD - R 日 M / U カバ U CD - R 日 M は本製品専用です。ほかのパソコンでリカバリしないでくださし、。 
詳細について「本章2リカバリ=再セットアップする」 



買ったときの状態に戻ずには—リカバリ— 





4 各種設定を確認する 

インターネットや LAN の設定 、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモなどに控えておいてくださ 
い。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどびセットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それらの 
ま号を控えておいてください。確認方法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認くださし、。 


5音量を調節する 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はでをません。 

あ5かじめ音量を調節してください。ち @+( ESC ) キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミユート（ミ肖前に 
している場合は、ちう一度 ( B \ n + 作 SC )>- を巧して元に戻しておいてください。 


ち周辺機巧をすべて取りはずす^^^^^^^^^^^^^ 

増設メモ U や USB 対応機器など、バソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケーブル lil 外すベて取りはずして 
ください。 

このとさ、バソコン本体の電源を切って占、5行ってくださし、。 

機器の取りはずし『取扱説明書』《オンラインマニュアル》 



• 市販のソフトウエアを使用してバーテイシヨンの構成を変更すると、1」カバ I 」びできなくなることびあ D ます。 
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^3 U 刪=がジ h ? ップをずる 

本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方まについて説明します。 

本製品のリカバリは、ユーヴ権限に関わ5ず、誰でを実行できます。誤ってほかの人にリカバリを実行されないよう、ユー 
ヴパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユ-ヴパスワ-ド{オンラインマ ニ ュアル〉） 


D い<つかあるリカバリ方ま 


U カバ U には、次の方法びあります。 

【 U カバ U DVD-R 日 M/U カバ U CD-R 日 M が付属していないモデル】 

ホ Windows Vista のみ 
• 八ードディスクドライブから U カバ U をする 
• 作成した U カバ U ディスクか 5 U カバ U をする 
通常は八ードディスクドライブからリカバリをしてください。 

U カバ U ディスクからの U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U (再セットアップ）ツール（システムを復元する 
ためのもの）を消してしまったり、八ードディスクからリカバリびでをなかった場合などに行うことをおすすめします。 

U カバリディスクからリカバリをする場合は、《オンラインマニュアル)〉を確認して、リカバリディスクを巧意してください。 

【 U カバ U DVD-R 日 M/U カバ U CD-R 日 M び付属しているモデル] 

• 付属の U カバ U DVD-R 日 M / リカバリ CD-R 日 M か 5 U カバ U をする 


J \- ドディスクか6リカバリをする 


* Windows Vista の HDD リカバリ機能搭載モデルのみ 

八ードディスクの U カバ U ツールでは、次の方ニューのなかか 5 U カバ U 方法を選択することげできます。あ5かじめリカ 
バリ方法を決めておくとスムーズに操作でをます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーショ 
ンを復元します。購入後に作成したデータや設定などは消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推巽） 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。 C ド 
ライブに保存されていたデータは消去され、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定 
は、そのまま残ります。ただし、目 I 日 S 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場含、 C ドライブ 
外の領域にあるデータち使えないことびあります。 

■ノ くーティションヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することがでさます。 C ドライブがの八ードディスクの領域は一 
つの領域にな0、データや設定などはすべて消去されます。 

モ— 

• ドライブ内蔵モデルの場合、 U カバ U は、ドライブに方ディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブに 
方ディアびセットされていると、エラーになる場をびあ0ます。 

• どの^ニューを選択しても、 C ドライブには U カバ U ツールか!5購入時と同じシステムび復元されます。 

ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

1 パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプタと電源コードを接続ずる 



買つたときの状態に戻ずには—リカバリ— 
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3 ◎ (ゼロ）キーを巧しなび S 電源スイッチを巧し、 [TOSH 旧 A] または製品□ゴ画面び表示された6手 
をはなず 

ユーザパスワードを設定している場含は、パスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴノ くスワードを入力して ( Inter ) キーを巧してください。 

乂 ッ セージび 表示されます。 

4画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 [ネ刃期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消ま]は、パソコンを廃棄または讓渡する場をなど、個人情報漏えいを防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディス 
ク上にある、 U カバ U ツールの 領域!;(外のすべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消まについて「4章 3-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 

6 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選おした場含の意はと動作は、次のとお0です。 

ほかの方ニューを選択した場含については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .4 曰 

-[パーティションサイズを指定して復元]: P .4 曰 

• 「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使用し 
ます。 C ドライブが U カバ U され、それし分かの領域のデータはそのまま残ります。 

C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設 
定した項目、インストールしたアプ U ケーションなどび 
すべて消去された状態になります。 

作成データ- 
なんは; 肖去 

作成データ- 
設定は保持 

(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例） 
「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラ方ッセージび表示されます。 

廬 イモ —— 

• [ご購入時の状態に復元]と[パーティションサイズを変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプション 
の領域げ確保されているため、八ードディスクの1日0%を使巧することはでさません。 

7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 

[次へ]ボタンをクリックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しばらくお待ちください。] 
画面が表示されます。 

長い時間表おされる場合があ0ますび、画面が切0誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わりまず。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動し、 Windows のセットアップ画面げ表示されます。 

9 Windows のセットアップを行う 

►詳細について n 章3 Windows セットアップ」 


システム回復一 
オプション領域 


リカバリ 
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I [初期インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリメニューについて _ 

r 本節③八ードディスクから U カバリをする」の手順目の[あ]期インストールソフトウェアの復元]画面で表示される U 
カバ U メニューの意昧と動作は次のよラになります。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したとさの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 


システム回復^^ 
オプション領域卜 


作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 


C ドライブ 


作成データ 
設定は消去 


リカバリ ■ 


手順目のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


■パーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスク （C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブし：^外の領域区分（パーティション）は消去され、1つの領域になります。その領域 （□) は r ディスクの管理」 
か5再設定を巧ラと、再びドライブとして使用でさるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行ラと、システム回復オプション領域は消去されます。その 
領域 （□) ち、「ディスクの管理」か5設定するとドライブとして使用できます。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーティションを設定する」 


システム回復 
オプション領域， 

作成データ- 
設定は消去 


リカバリ圓 


作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 


C ドライブ ヴイズ変更が 

できる範囲 

パー手イシ r ンが 
J 肖去された領域、 rL 


2リカバリ=再セットアップをずる 

^ メモ 

• 一部のアプリケーションは、 U カバ U 後にアプリケーションのインストールをする必要があります。 

詳細について「本章3-③アプ U ケーションを再インス!-ールする」 

購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ媛に、ちラ]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ U ケーションのインストールも、 Windows のセットアップ後に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


作成データ • 
設定は消去 


①に：ドライブのサイズ]で二|二!をク U ックしてパーティション （C ドライブ）のサイズを指定する 
必要に応じて[システム回復オプション]にチェックをするか、またはチェックをはずしてください。 
® [次へ]ボタンをク U ックする 

手順目のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


3 


買ったとさの状態に戻ずには—リカバリ— 


45 





リカバリディスクか 6 リカバリをする 


* ここでは、作成したリカバリディスクまたは付属のリカバリ DVD-R 日 M/ リカバリ CD-ROM を使用した場合について 
説明します。 

次の方ニューのなかか 5U カバ U 方法を選おすることびでさます。あ5かじ奴 U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作 
でさます。 

リカバリ DVD-R 日 M/ リカバリ CD-ROM を使って OS を変更ずる場合は、[ご購入時の状態に復元]を選択してください。 
■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインスI-ールされていたシステムとアプリケーショ 
ンを復元します。購入後に作成したデータや設定などは消去されます。 

■ノ くーティションヴイズを変更せずに復元 ■ 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。 C ド 
ライブに保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータは、そ 
のまま残ります。ただし、目I日 S 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 C ドライブ外の領 
域にあるデータち使えないことびあります。 

■ノ くーティションヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでさます。 C ドライブがの八ードディスクの領域は] 
つの領域にな0、そこに保をされていたデータや設定などはすべて消去されます。 

£5 メモ 

• どのメニューを還択してち、 C ドライブには購入時と同じシステムび復元されまず。 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2 リカパ u ディスクをセットして、パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

I」カバI」ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」占、5セットしてください。 

3 OD キ-を巧しなが6電源スイッチを巧し、 [ TOSHIBA ] または製品□ゴ画面び表示された S 手をは 
なず 

ユーヴパスワードを設定している場合は、バスワード入力画面び表示されまず。 

ユーヴノ（スワードを入力して 作 NTE 巧 キーを巧してください。 

4 アイコンび表示された場合は、 ©© キーで CD のアイコンを選択し、 〔 ENTER ) キーを巧す 
または 

メニ ューが表示された場合は、 CD ①キー で [ CD / DVD ] を 選択し、 〔 ENTER ) キーを 巧ず 

Windows Vista の場合は[復元方まの選択]画面び表示されます。 

Windows XP の場合は;<ッセージび表示されます。手順巨へ進んでください。 

5 [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブルやデータ保護に対応した;<ニュー 
び用意されています。詳細は「本節®システム回復オプションについて」を参照してください。 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

6 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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8 [パーティションサイズを変更せずに復元]をクリックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

U カバ U DVD-ROM/U カバ ’U CD-R 日 M を使って日 S を変更する場合は、[ご購入時の状態に復元]を選択してくだ 
さい。 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場をの意巧と動作は、次のとおりです。 

ほかの方ニューを選択した場含については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P.48 

-[パーティションサイズを指定して寝冠： P.49 

• 「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使巧し 
ます。 C ドライブび U カバ U され、それ外の領域のデータはそのまま残ります。 


【 U カバ U ディスクか5リカバリした場合】 
リカバリディスク 



C ドライブ （□) にあにる領域は、作成したデータ、設 
定した項目、インスI-ールしたアプI」ケーシヨンなどび 
すべて消去された状態になりまず。 

* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 


(八ードディスクの領域を分割している場含の表示例） 

【U カバ ’U DVD-ROM/U カバ U CD-ROM か5リカバリした場合】 

リカバリ DVD-ROM/U カバ UCD-R 日 M C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設 

定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどび 
[CT 、 _ , すべて消去された状態になります。 

iJ * 資？]日 il け * システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 


リカバリ 


C ドライブ 


•システム回復 
オプション領域 

作成データ* 

■ 設定は消去 


, : \ 作成データ. 

D(E、F …）ドフイフ r 設定は保持 

-^ ( 八ードディスクの領域を分割している場合の表示例） 

r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラ方ッセージび表示されます。 

政メモ 

• 「ご購入時の状態に復元」と「パーティションサイズを変更せずに復元」を選択した場含は、 U カバ U ツールとシステム 
回復オプション （Windows Vista のみ）の領域び確保されているため、八ードディスクの1日日％を使用することびで 
さません。 


2リカバリ=再セットアップをずる 

7 脚期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消ま]は、パソコンを廃棄または讓渡する場をなど、個人情報漏えいを防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディス 
ク上にある、すべてのデータげ削除されます。 

八ードディスクの消まについて「4章 3-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 


3 


買ったとさのげ態に戻ずには—リカバリ— 
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9 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク U ックずると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。] 
画面び表示されます。 

長い時間表おされる場合びありますび、画面が切0誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 

* 最初に[コピーしていまず。]画面び表示される場合びあります。 

長い時間表示される場含もありまずび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U ディスクび複数枚ある場含、画面の指示に従って入れ誓えてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

10 [終了]ボタンをクリックずる 

自動的にディスクび出てさまず。 U カバ U ディスクを取0出してください。 

システムび再起動し、 Windows のセットアップ画面げ表示されます。 

11 Windows のセットアップを行う 

►詳細について n 章3 Windows セットアッス 

£1^ モ— 

• 一部のアプ U ケーションは、 U カバ U 後にアプリケーションのインス!-ールをする必要があります。 

詳細について「本章3-③アプ U ケーションを再インス!ルする」 

購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ媛に、もう]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ U ケーションのインス!ルも、 Windows のセットアップ後に行ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』くくオンラインマニュアル〉〉 

I [初期インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリメニューについて _ 

「本節風 U カノのディスクか 5U カバ U をする」の手順8の[初期インス! -- ルソフトウェアの復元]画面で表示される U 
カバ U メニューの意昧と動作は次のよラにな0ます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 

【リカ/くリディスクか！5リカバリした場合】 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーションなどげすべて消去された状態にな0ます。 

* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 
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2 U カバ U = 再セットアップをずる 


【IJ カバ IJ DVD-ROM/IJ カバ IJ CD-ROM 占、5 U カバ U した場合】 


U カバ IJ DVD-ROM/ U カバ U CD-ROM 


◎ 


リカバ’リI 


•システム回復 
オプション領域 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 

* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 


C ドライブ 


作成データ’ 
設定は消去 


手順8のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


■パーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスク （C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブ处外の領域区分（パーティション）とリカバ U ツールの領域は消去され、1つの領域になります。その領域は 
「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 

Windows Vista の場合、[システム回復オプション]のチェック対まずして U カバリを行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域（[1)6、「ディスクの管理」か5設定するとドライブとして使用できます。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーテイシヨンを設定する」 


【リカ/くリディスクか！5リカバリした場合】 


リカバリディスク 
J カバリ| 


システム回復， 
オプション領域 


I 作成データ’ 
XT 設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
トールしたアプ U ケーシヨンなどびすべ 
て消去された状態になります。 


C ドライブ 


C ドライブ 


パーティションと 
U カバ ’U ツールが 
. 消去された領域 


ヴイズ変更が 
でさる節囲 


* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 

【リカバリ DVD-R 日 M/ リカバリ CD-ROM か！5 U カバ U した場合】 

ii-h,nin\/n Dn^yl/ 作成したデータ、設定した項目、インス!ルしたアプ U 


U カバ U DVD-ROM/ 
リカノ':リ CD-ROM 

◎ ミ 

す 

靈 S !' ィた 


C ドライブ 


，システム回復 
オプション領域 


サイズ変更び 
できる範固 


パーテイシヨンが 
消去された領域 


ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 
* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 


①に：ドライブのサイズ]で二|二!をク U ックしてパーティション （C ドライブ）のサイズを指定する 

Windows Vista の場合、必要に応じて[システム回復オプション]にチェックをするか、またはチェック対まずしてく 
ださい。 

霞[次へ]ポタンをクリックする 


手順8のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


3 


買ったとさの状態に戻ずにはーリカバリ— 
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) システム回復オプションについて 


ホ Windows Vista のみ 

Windows Vista で本製品を使用する場合、「システム回復オプション」び用意されています。「システム回復オプション」 
とは、 Windows が正常に起動しなくなった場合に、問題を解決して起動できるようにする方ニューび集まったものです。 

1 「 i 羊細ブートオプション」を表示ずる 

『取扱説明書』に記載されている「セーフモードで起動する」と同じ手順で表示してくださし、。 

2 [コンピュータの修復]を選択し、 作 NTER ) キーを巧ず 

キーボードの選択画面が表示されまず。 

3 [日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

□グオン画面び表示されます。 

4 ユーザ名を選択し 、 Windows □グオンパスワードを入力ずる 
5 [ OK ] ボタンをクリックずる 

「システム回復オプション」び起動します。 

• スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を畑ブる可能性のある問題を解決し、正常に起動でを 
るよつ1しします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた曰時の状態に復元することびでさます。 

• Windows Complete PC 復元 
本 Vista 巳 usiness モデルのみ 

Windows Complete PC バックアップイメージからコンピュータを復元します。 

• メモ U 診断 ツール 

メモ U び正常に機能しているかどラかを確認します。 

• コマンドプロンプト 

コマンドプ□ンプトに切0誓えます。 

• TOSHIBA Recovery Wizard 

リカバリ（再セットアップ）；<ニューを表示します。 

6 使いたいメニュー名をク U ックする 

このあとの操作は、メニューによって異なります。表おされた画面の指示に従って操作してください。 
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2 リカバリ=再セットアップをずる 


81 システム回復オプション領域を削除してしまつたとまは 


U カバ U をした際、[パーティションサイズを指定して復元]を選択し、[システム回復オプション]のチェックをはずした 
場合は、この手順では「システム回復オプション」を起動できません。次のいずれかの手順で起動してください。 


• U カバ U ディスクびある場含は、ディスクか5「システム回復オプション」を起動することびできます。 

① AC アダプタと電源コードを接続する 

® ディスクをセットして、パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク]」か5セットしてください。 

® fFl 2) キーを押しなび日電源スイッチを押し、 [ TOSHKA ] または製品□ゴ画面が表示された5手をはなす 
ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。ユーヴパスワードを入力して ( Inter ) 
キーを押して < ださし、。 

® アイコンび表示された場合は、 R ) R ) キーで CD のアイコンを選択し、 （^ NTER 〕 キーを押す 
方ニューび表示された場合は、 tDtD キーで CD / DVD ] を選択し、 CENTE 巧キーを押す 
[復元方法の選択]画面げ表示されます。 

⑥[システム回復オプション]をチェックし、[次へ]ボタンをク U ックする 
キーボードの選択画面び表示されます。 

©「日本語」を選択し、炊へ]ポタンをク U ックする 
オペレーティングシステム選択画面び表示されます。 

③ 「Microsoft Windows Vista 」 を選択し、[次へ]ボタンをクリックする 
「システム回復オプション」び起動します。 


• U カバ U ディスクびない場含は、八ードディスクか5 [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]を選お 
して U カバ U をすると、[詳細ブートオプション]-^ [コンピュータの修復]から「システム回復オプション」を起動で 
さます。 
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リカ八リをしたあとは 



ットアップのあとは 


バーテイシヨンの設定を変更して1」カバ U をした場合のみ、巧の「1パーティションを設定する」の操作を行ってください。 


1パーテイシヨンを設定する^^^^^^^^^^^^^^ 

ノ くーティシヨンの設定を変更して U カバ U をした場合は、1」カノ （IJ 後すみやかに次の設定を行ってください。 

Windows Vista と Windows XP では、バーティシヨンの設定方まび異なります。お使いの機種の状態に合わせて、該当 
ずる 0S の手順をご覧ください。 

■ Windows Vista の場合_ 


ノくーティシヨンを設定するにあたって 

• Windows Vista の「ディスクの管巧」を使用すると、ボ U ュームびないプライマ U バーティシヨンび表示されます。こ 
のパーティシヨンには1」カバI」（再セットアップ）ずるためのデータび保をされていますので、削除しないでください。 
削除した場合、I」カバI」はできなくな0ます。 



1 コンピュータの管理ちになっているユーヴアカウントで□グオンずる 

2 [スタート]ボタン {辟い [コント□-ルバネル]をク U ックずる 

3 [ うシステムとメンテナンス] 一管理ツール]をク U ックずる 

4 [をコンピュータの管理]をダブルクリックずる 
5 左画面の[占？ディスクの管理]をクリックずる 

設定していないバーティションは[未割 D 当て]と表示されまず。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックずる 

7 表示されるメニューか5 [新しいシンプルボリューム]をク U ックする 

惭しいシンプルボ U ュームウィヴー円び起動します。 

8 じ夕へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-ボ U ュームサイズの指定 
-ドライブ艾字またはパスの割0当て 
-パーテイシヨンのフオーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーションユニットサイズ 
-ボ U ュー ムラべル 

9 設定内容を確認し、院了]ボタンをクリックずる 

フ オーマッ トび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

【ヘルプの起動】 

①メニューバーから[ヘルスー[トピックのお索]をク1」ックする 








3 リカパリをしたあとは 


1 Windows XP の場合 

1コンピュータの管理ちになっているユーヴアカウントで□グオンずる 

2 [コント□-ルバネル]を開き、[©パフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [うを管理ッール]をクリックずる 

4 コンピュータの管理]をダブルクリックずる 
5を画面の[ディスクの管理]をク U ックする 

設定していないバーティションは[未割り当て]と表示されます。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックずる 

7 表示されるメニューか S [新しいパーティション]をク U ックする 

踊ししVトティションウィヴード]び起動します。 

8炊へ]ボタンをク U ックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブ艾字またはパスの割0当て 
- フオー マット 
-ファイルシステム 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フォー マッ トび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 


[ ヘルプの起動】 

①;<二：!ーバーか 5 [ヘルプ] 


[トピックの検索]をクリックする 


本製品にプレインスI-ールされているアプリケーションは、一度削除してしまってち、必要なアプ U ケーションやドライバ 
を指定して再インスI-ールすることびでさます。 

日 ffice 製品の再インストールについては、「本節③日 ffice 製品を再インスI-ールする」を参照してください。 

[ 必要な もの】 

• 『セットアップガイド』（本書） 

アプ U ケーションによっては、再インス!-ール時に D 番号などび必要です。あらかじめ確認してから、再インストールす 
ることを推奨します。 

同じアプリケーションびすでにインストールされているとさは、コント□-ルパネルの「プ□グラムのアンインス!ル」 
または「プ□グラムの追加と削除」や、香アプ U ケーションのアンインス!-ールプ n グラムを実行して、アンインス!-ール 
を行ってください。 

アンインストールを行わずに再インストールを実行すると、正常にインス!-ールでをない場含びあります。ただし、上記の 
どの方までをアンインストールび実行できないアプ U ケーションは、上書きでインストールしても問題ありません。 




( D アプリケーションを再インス I ^ールする 


買ったとさの状態に戻ずには—リカバリ— 
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1 操作手順 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インストール]をクリックずる 
2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ U ケーションやドライバのセットアップ;< 二:!一画面び表示されます。アプリケーションやドライバのセットアッ 
プメニューは、カテゴリごとのタブに分かれています。 

初めて起動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをクリックして再インス!-ールしたいアプ U ケー 
ションを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーションの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーションの説明び書かれていますので、よくお読みくださし、。 

3画面ち側のアプリケーション名を選択し、画面も側の rxxx のセットアップ」をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ U ケーション名び入0ます。選おした六ニューによっては別の言葉び表示されます。 

4表おされるメッセージに従ってインス!ルを行ラ 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 



〇け ice 製品を再インス I ^ールする 


* 日 ffice 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルの場合 

ここでは 、 Office Personal 2007または日 ffice Professional 20日7および日 ffice PowerPoint 20日7を再インス 
I -ールするちまを説明します。 


【 必要な ちの】 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 

• [ Microsoft ® Office Personal 20日7」一式 

• [ Microsoft ® Office Professional 2 日日7」一式 

• [ Microsoft ® Office PowerPoint ® 20 日7」一式 

再インス I ルした場合、ライセンス認証び必要にな0ます。 

再インストール方法とセットアップ方法 _ 

詳細は、それぞれのパッケージに付属の『スタートガイド』を確認してください。 


[Service Pack 1について】 

添付の CD から日 ffice Personal 2日07、日 ffice PowerPoint 2日07を再インストールした場合 、 Service Pack 1は 
組み込まれません。 

次の手順を巧って、インス!-ールして<ださし、。 

①[スタート]一[すべてのプ n グラム]一[アプリケーションの再インストール]をク U ックする 
©[セットアップ画面へ]をク U ックする 
③ [ Windows 関疆タブをクリックする 

® 画面左側のに日日7 Microsoft Office system Serv に e Pack 1] をクリックし、表おされた画面に従ってセットアップ 
する 

に ffice ナビ搭載モデルの場合】 

「 Microsoft ® 日 ffice ナビ2日07」は、アプリケーションの再インス! -- ルから再インス! -- ルします。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インストール]をク U ックする 
©[セットアップ画面へ]をクリックする 
感 [ Windows 関疆タブをクリックする 

® 画面左側の [ Micros 日 ft 日 ffice ナビ2日 07] をク U ックし、表示された画面に従ってセットアップする 


D バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアからデータを読み込んでください。 
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4 章 


デイ！ J — ケアとアフターケア — 1^と譲ぉ— 

^<rT< 

この章では、パソコンの日ごろのお手入れや、保守 
や修理に関することを説明しています。 

パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて知つておいて欲しいことを説明しています。 


1日常の取り扱いとお手入れ 

2 アフターケアについて 

3 捨てるとを/人に譲るとを 


已6 
已8 
已9 





曰常の取り扱いとお手入れ 


A 注意 


• お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機 
器の電源を切り、 AC アダプタの電源プラグをコンセ 
ントか5振くこと 

電源を切5ずにお手入れをはじめると、感電するおそ 
れびあります。 



• 機器に強い衝撃やが圧をちえないように注意してくださ 
し、。製品には精密部品を使巧してお0ますので、強い衝 
撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

• パソコンの表面を硬いものでこすると傷びつくことびあ 
ります。取り扱いにはごを意くださし、。 


日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 

1パソコン本は/ AC アダプタ/電源コード^^^ 

• 『安むしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 

AC アダプタ、電源コードを使用するときに守ってほし 
いことび記述されています。あ5かじめその記述をよく 
読んで、必ず指示を守ってください。 

• 機器の汚れは、柔らか<されいな乾いた巧などでふさ 
取ってください。巧れびひどいときは、水に浸した布を 
固< しぼってか5ふをます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーな 
ど)、化学ぞラさんなどは使用しないで<ださし、。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてくださし、。 

• 使用でさる環境は;欠のとお0です。*1 
温度日〜3已で、湿度20〜8日％ 

*] 使用環境条件は、本製品の動作を保詰する温湿度条件であ 
り、性能を保話するちのではありません。 

•落としたり、衝撃を与えないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

• 水:をかけたり、湿気の多いちのの上に置かないでください。 

• 分解しないでください。 

• 次のよラな場所で使巧や保管をしないでください。 
直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場 
所/急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため）/強 
い磁気を帯びた場所（スピーカなどのおく）/ホコリの 
をい場所/振動の激しい場所/薬品の充満している場所 
/薬品に触れる場所 

• 使用中に本体の底面や AC アダプタげ熱くなることがあ 
ります。本体の動作状況によ0発熱しているだけで、故 
障ではあ0ません。 

• ケーブル類は折0曲げた0、巻さ付けたりしないでくだ 
さい。故障の原因となることげあります。 
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• 電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセント 
に接続したままにしていると、プラグにホコ U びたまる 
ことびあります。定期的にホコ U をふさ取ってください。 

呂キーボード 

柔らかい乾いた素がのされいな布でふいてください。ミちれ 
びひどいときは、水に浸した布を固くしぼってふきます。 
キーのすきまにゴミび入ったときは、エアーで吹き飛ばす 
タイプのク U —ナで取0除きます。ゴミび取れないときは、 
使用している機種名を確認してか5、購入店、または保守 
サービスに 相談してくださし、。 

軟み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切0、 

AC アダプタとバッテ U パックを取0はずして、購入店、ま 
たは保守サービスに相談してください。 

3タッチパッド 

乾いた柔5かい素がのされいな巧でふいてください。 

ミちれびひどいときは、水か城るま湯に浸した巧を固くし 
ぼってからふさます。 

4巧晶ディスプレイ 

I 液晶ディスプレイの取り扱いについて _ 

液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、次のことを 
必ず守ってください。 

• 液晶ディスプレイ表面を押さないでください。 

• 液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでくださ 
し、。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディ 
スプレイを閉じないで<ださい。 

• 液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを 
押さえゆつくり開閉してください（無理な力を加えない 
で < ださい)。 


I 画面のお手入れ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼5れています。この 
フィルムは傷つさやすいので、むやみに触れないで<だ 
さい。 

表面び巧れた場合は、柔5かくされいな巧で軽くふさ 
取ってください。水や中性洗剤、揮発性の有機溶剤、化 
学ぞラさんなどは使巧しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでくださ 
い。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理して 
注入してあ0ます。強い力を加えると配向び乱れ、発色 
や明るさび変わって元に戻5なくなる場合びあります。 
また、ガラス板を破損するおそれちあ0ます。 

• 水滴などび長時間付着すると、変色やシ S の原因になる 
ので、すぐにふさ取ってください。ふさ取る際は、力を 
入れないで軽く行ってください。 

1 残像防止にっぃて _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を 
変えたときに前の画面表示が残ることびあ0ます。この現 
象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで 
徐々に解消されますび、あま0長時間同じ画面を表示する 
と画像げ消えなくなりますので、同じ画面を長時間表示す 
るよラな使いかたは避けて < ださし、。 









1 曰常の取り扱いとお手入れ 


また、次の機能を利用すると、残儘防止びでさます。 

• スク U —ンセーバーを設定する 

スクリーンセーパーの設定 「 Windows のへルス 

• Windows Vista の場合 

:「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を 
設定する 

Windows XP の場含 

:「東た省電力」で「モニタの電源を切る」を設定する 
電源オプション{オンラインマ ニ ュアル:） 

東た省電力「1章7-「東芝省電力」について」 

I 表示にっぃて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使し 
て作5れてお0ます。非点灯、常時点ななどの画素（ドッ 
卜）びを在することびあります（有効ドット数の割含は 
9目.99%政上です。有効ドット数の割含とは、「対応する 
ディスプレイび表示でをる全ドット数のラち、表示巧能な 
ドット数の割含」です)。また、見る角度や温度変化によっ 
て色む5や明るさのむ5び見える場合びあります。これ5 
は、故障ではありませんので、あ5かじめご了承ください。 

5指紋センサ 

指紋センサ表面が';ちれている場合には、認識率び低下する 
可能性びあります。眼鏡ふき（ク U —ナーク□ス）などの 
されいな柔5かい巧で軽くふを取ってか5お使いください。 
指紋センサ表面を強くこす5ないでください。また、洗剤 
などは使巧しないでください。故障するおそれびあります。 

6 CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわ5ず保障いたしか 
ねます。製品を長持ちさせ、データを保護するためにも、 
次のことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよう、取0扱いには十分にごを意く 
ださい。 

• CD / DVD を巧0巧げたり、表面を傷つけたりしなし、でく 
ださい。 CD X DVD を読み込むことびでさなくなります。 

• CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かっ 
たり寒かったりする場所に置かないでください。また、 
CD / DVD の上に重いものを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してくだ 
さい。 

• CD / DVD を持つとさは、が側の端か、中央の巧のとこ 
ろを持つよラにしてください。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび 
読み取れなくなることびありまず。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とちにラベルを 
貼5ないで < ださい。 

• CD / DVD のデータ記憶面に艾字などを書かないでくだ 
さい。 

• CD / DVD のレーベル面に艾字などを書くときは、油性 
のフェルトペンなどを使用してください。ボールペンな 
どの硬いものを使用しないでくださし、。 

• CD / DVD び巧れた〇ホコ U をかぶった0したとさは、 
乾燥した清潔な巧でふき取ってください。ふき取りは円 
盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むか5外側 
に向かって直線状にふくようにしてくださし、乾燥した 
巧ではふさ取れない場含は、水か中性洗剤で湿5せた巧 
を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は 
使用しないでください。 



7フ□ッピーディスクドライブ 

• 市販のク U —ニングディスクを使って、]力月に]回を 
目安にク U —ニングしてくださし、。 

8フ□ジピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換 
してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱うときには、次のことを守っ 
て < ださい。 

• フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障 
び起こった0、消失した場合に備えて、定期的に複製を 
作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、 
当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了 
承ください。 

• シャッター部を開けて磁性面を触5ないでください。ミち 
れると使用でさな < なります。 

• スピーカなど強い磁気を発するをのに近づけないで<だ 
さい。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

• 直射日光に当てたり、高温のものに近づけないでください。 
• 本やノー トなど重いちのを上に置かないでください。 
•使用場所、保管場所の温度は次のとお0です。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

己〜3曰で 

4〜日3で 


• ラベルは正しい位置に貼ってください。貼り誓えるとさ 
に重ね貼りをしないでください。 

• ホコ U の多い場所、タバコの煙び充満している場所に置 
かないで < ださい。 

♦保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 
•食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッ 
ピーディスクを置かないでください。 

9データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にバックアップをとって保存し 
て < ださい。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障な 
どでファイルび使用でさな<なったとさのために、あ5か 
じめファイルをフ□ッピーディスクや CD - R 、 CD - RW など 
にコピーして おく ことです。 

本製品は次のような場合、スタンバイまたは休止状態び無 
効になり、本体内の記憶内容が変化し、消失するおそれび 
あ0ます。 

• 誤った使いかたをしたとさ 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 
•長期間使っていなかったために、バッテリ（バッテ U 
パック、時計巧バッテ U ) の充電量びなくなったとさ 
•故障、修理、バッテリ交換のとき 
• バッテリ駆動で使用しているときにバッテ U パックを取 
りはずしたとを 

• 増設方モ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失につい订ま、八ードディスクやフ 
□ッピーディスクなどに保存した内容の損書については当 
社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご承知く 
ださい。 



デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 


的 





アフターケアについて 

I 保守ヴービスについて _ 

保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を 
確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 
保守-修理に出す前に、作成したデータのほかに次のデー 
夕のバックアップをとってください。 

• メール 

• メールの アドレス帳 

• リカバリ（再セットアップ）ツール 
• インターネットのお気に入り 

• TPM 内部データ 

• 自分で作成したデータ など 

I 有寿命部品にっぃて _ 

本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の 
交換時期の目安は、使巧頻度や使用環境（温湿度など）等 
の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 

1曰に約8時間、1力月で2日日のご使用で約日年です。 
上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無料 
修理をお約束するものではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使巧等、ご使用状 
態によっては早期にあるいは製品の保証期間内でち部品交 
換馆料)び必要となります。 


■ 付属品について _ 

付属品（バッテリパック -AC アダプタなど）については、 
「東たパソコンシステム-オンラインショップ」でご購入し、 
ただけます。 

[ 東芝パソコンシステム-オンラインショップ】 

TEL : 043-277 -已02己 
受付時間：10:0日〜] 2:0013:00〜17:00 
让•日‘祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

I 保守部品（補修用性能部品）の最ほ保有期間 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持す 
るために必要な部品です。 

本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か5目年 
目力巧です。 


【巧象品名！ 

本体液晶ディスプレイ*1、八ードディスクユニット、 
CD/DVD ドライブが、フ□ッピーディスクドライブが、 
キーボード、タッチパッド、 マウス* 3、冷却用フアン、 
ディスプレイ開閉部（ヒンジ）* 4 、 AC アダプタ 

* ] 工場出荷時から画面の巧るさび半減するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび巧象です。 

*3 付属しているモデルび巧象です。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 


社団法人電子情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の 

表記に関するガイドライン」について 

URL : http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / 

日日日 3 parts / index.html 

1消耗品について_ 


【パッテ U パック】 

バッテリパック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品で 
す。 

長時間の使用により消耗し、充電機能びほ下します。 

充電機能び低下した場合は、東芝製オプションのバッテリ 
パックと交換して < ださし、。 

東芝製オプションのバッテ U パックと交換する前に、必ず 
指定の製品（型番）を確認して<ださし、。 

バッテ I 」パックについて『取扱説明書』 
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捨てるとを/人に譲るとを 


1お客様登録の削胤こつし、て 

♦ホームページか！5削除する 

東た ID ( TID ) をお持ちの場合はこち5からお願いしま 

す。 

①インターネットで 「 http ://「 ooml 日 48. jp /」 へ接続 
する 

③[ログイン]ボタンをク U ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、巧 
容を確認し、 [ OK ] ポタンをク U ックしてください。 

CD 陳芝の （ TID )] と[パスワード]に入力し、[□グ 
イン]ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに n グインします。 

® ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更^ニュー]画面び表示されます。 

⑤[退含]をク U ックし、登録を削除する 

《退芸ではな<、商品の削除のみのお客様は「登録情報 
変更^ニュー」で、商品削除を行ってください。 

《 TID を退会されますと、 「 Shopl 日48」での TID 尝員 
メニュー、およびポイントサービスなどちご利巧し、た 
だけなくな0ますので、あ5かじ奴ご了承<ださし、。 

♦電話で削除する 

「東芝 I □事務局（お客様情報変更)」までご連絡<ださい。 

• 東芝の事務局（お客様情報変更） 

TEL :日己7日- 09- 1048 
受付時間： ] 日:日日〜17:0日 

(± •日、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容 
変更、削除に関するお問い合わせ窓口です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC ヴ 
ポートのご案内』を確認してください。 

法人のお客様の場含は、□グインで表示される画面び異な 
0ます。登録情報の変更および退尝は「登録情報変更」の 
^ニューで、ご自身で行っていただくことびでさますび、 
商品の削除びでをませんので、その場含は東芝 I □事務局ま 
でお電話でご連絡くださいますようお願いいたします。 

• 詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / 
business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』 

を参照してください。 


呂 A — ドディスクの内容をずべて消去ずる^^^ 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残って 
います。普通の操作では読み取れないよラになっています 
び、特殊な方法を実巧すると削除したデータでも再現でき 
てしまいます。そのよラなことびでさないよラに、パソコ 
ンを廃棄または讓渡する場をなど、他人に見5れたくない 
データを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


•システム回復 
オプション 
領域 



八ードディスク 
のデータを 
すべて消去 


(八ードディスクのリカバリツールを使用する場合) 
* システム回復オプシヨン領域は Windows Vista のみ 

なお、八ードディスクに保存されている、これまでに作成 
したデータやプ n グラムなどはすべて消失します。これら 
を復元することはでさませんので、注意してください。 

■ 操作手順 _ 

八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの 
U カバ U ツール、作成した U カバ U ディスクまたは付属の 
U カバ U DVD-R 日 M/U カバ U CD-R 日 M を使用します。 

八ードディスクの U カバ U ツールを使用すると 、八ード 
ディスク内のデータはすべて消まされますび、リカバリ 
ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスク 
内のデータと共に U カバ U ツールも消まされます。 

ここでは、八ードディスクのリカバリツールか5行ラ方ま 
を例にして説明します。 U カバ U ディスクまたは付属の U 
カバ U DVD-R 日 M / リカバリ CD-R 日 M か5行う場合は、 
手順の前にディスク（ディスク])をセットしてください。 

1 パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプタと電源コードを接続ずる 

3 ◎ (ゼロ）キーを巧しなが6電源スイッチを巧 
し、 [ TOSHIBA ] または製品□ゴ画面び表示さ 
れた5手をはなず 

木 ッセージ画面び表示されます。手順日へ進んでくだ 
さい。 

【 U カバ U ディスクまたは付属のリカバリ DVD-ROMXU 
カバリ CD - ROM をセットしている場合】 

キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ t 日 sh 旧八] 
または製品□ゴ画面び表示された5手をはなしまず。 

ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力 
画面び表示されます。 

ユーヴパスワードを入力して [ENTER 评一対甲してくださ 


メッセージび表示されます。 


デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 
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アイコンび表示された場をは、 R ) ド)キーで CD のアイコ 
ンを選択し、 fENTE 巧キーを押します。 

ニューび表示された場をは 、 (tXi ) キーでに □/□ VD ] 

を選択し、 fENTE 巧 キーを巧します。 

Windows Vista の場合は[復元方法の選択]画面び表示 
されます。 

Windows XP の場合は方ッセージ画面び表示されます。 
手順己へ進んでください。 

4 [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェック 
し、[次へ]ボタンをクリックずる 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

5 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリック 
ずる 

[復元方法の選択]画面げ表示されます。 

6 [ハードディスク上の全データの消去]をチェッ 
クし、[次へ]ボタンをクリックずる 

消去方法を選択する画面び表示されます。 

7 目的に合わせて、[標準データの消去]または 
[機密データの消去]をチェックし、[次へ]ボ 
タンをクリックずる 

通常は[標準データの消ま]を選択して<ださし、。 
データを読み取れな<なります。 

よ0確実にデータを消去するためには、[機密データの 
消去]を選択してください。数時間かか0ますび、 
データは消まされます。 

[八ードディスクの内容は、すべて消去されます。]画 
面び表示されます。 

8 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリッ 
クして < ださし、。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、消去び実巧されます。 
消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

9 [終了]ボタンをクリックずる 

ディスクから巧った場合は、自動的にディスクげ出て 
さます。ディスクを取0出してください。 

ItPM の内客を消去ずる _ 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使用している場を、八ードディスクドライブだけで 
なく、 TPM 内部のデータを削除する必要びあります。登録 
情報など、セキュリティに関する重要な情報び含まれるた 
め、必ずデータを削除してください。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 
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< MEMO > 



<MEMO> 



< MEMO > 



リカバリ(再セットアップ)チェ ックシー ト 


リカバ U は、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなびら実行してくださし、。 

本ページに記載されている香チェック項目の詳細は、「3章買ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


①リカバリをする前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動できるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ ほかのトラブル解消方法を探してみる 

『取扱説明書』{オンラインにユアル)〉 


( D リカバリをはじめる前にしておくこと 


□ ©華備ずるもの 

□ 『セットアップガイド』（本書） □ 『取扱説明書』 

□ このリカノくリチェックシートをコピーしたちの 

□ U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクからリカバリする場含） 

□ U カバ U DVD-R 日 M/U カバ U CD-ROM (付属しているモデルの場を） 

□⑤必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場をは、とっておいてください。リカバリをすると、購入後に作成したデータはす 
ベて消失します。 

□ ドキユ方ントまたはマイドキユメントのデータ 
□購入後にデスクトップに保存したデータ 
□ インターネットエクスプ n —ラのお気に入0 
□方ール送受信データ 
□方ールアドレス帳 

□プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
□購入後にインス!-ールしたアプリケーションのデータ 
□購入後に作成したフオルダやファイル 

□感アプリケーションのセットアップ巧のメディアを確認ずる 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後にインストールしたアプ U ケーションなどは、 U カバ U 後にインス!-ールずる必要 
びあります。リカバリした直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されません。ご購入されたメディア 
などか5再度インス I -ールしてください。 

□® 各種設定を確認ずる 

□⑥あ5かじめ、音量を調節する 

□® 周辺機器をずベて取りはずず 


③リカバリ（再セットアップ）の流れ 


リカバリをする場合は、次のような流れで作業を巧ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） 

□ アプリケーションやドライバのインス I -ール* 

□ ウイルスチェックソフトのインストール* 

□日 ffice 製品 （ Word 、 Excel など）のインストール* 

□周辺機器（マウス-；<モリ-プリンタなど）を取0付けて、設定する 
□ インターネットの設定 
□ ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update 

□ データの復元や^ールの設定 
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* 必要なモデルの場合 






